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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。
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資材と工場で製造されています。 本冊子は10,000部作成し1部あたりの印刷単価は68円です。
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編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社

ものづくりマイスターとは…

次世代に「技のバトン」！21世紀型の人材育成に
「ものづくりマイスター制度」の活用

「やった数だけ、うまくなるという言葉が身に染みました。」

「社員一人ひとりの技術の高さが、
会社全体のクオリティに結びつきます。」

若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位の向上を図り、
若者が進んで技能者を目指す環境を整備するために、高度な技能・技術を持つ「も
のづくりマイスター」を派遣する制度。企業・業界団体、教育現場の声を採り入れ
ながら、広く若年技能者への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスターは高度な技能・技術を有し、その維
持・継承や人材育成などの活動ができる熟練技能者で厚
生労働省が認定しています。

宮城県技能振興コーナー （宮城県職業能力開発協会内）  〒981-0916 仙台市青葉区青葉町 16 番 1号　TEL 022-727-5380   FAX 022-727-5381

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業 広告事業主・教育機関等の皆様へ

たくさんの受講者の喜びの声が届いています。

利用企業紹介企業でも

利用学校紹介学校でも

住宅リフォーム
株式会社 東北カナメ

お問い合わせ・申込みは

  学
びの環境づくりから未来の人材育成へ

最初に「30年も40年もか
けて身につけた財産を教え
るのだから、心して聞いて
ほしい」と伝えました。教
える人も、教えられる人も
覚悟が必要です。石巻から
溶接日本一が出ることを夢見ています。地域で技
術を学んでいくことの大切さを感じています。

溶接だけでなく、ものづくり一般の基礎を教えていただき、
部員一同感謝しています。材料を無駄にしないというもの
づくりの基本も身につきました。溶接に関しては、鉄の溶
接だけしか経験がありませんでしたが、アルミニウムやス
テンレスの溶接も教えていただき、幅の広さを感じました。

「やった数だけうまくなる」「教えてもらうだけではうまく
ならない」と言う言葉が身に染みています。部員全体で実
践を大切にしていきたいと思っています。

マイスターの声

宮城県石巻工業高等学校
機械科 自動車部 エコラン班 

代表取締役社長
廣中聡さん

板金といっても取り付けが
専門になって「何かを作る
という」ことができる人が
少なくなっています。技能
講習はものづくりの基本を
学ぶ貴重な機会ですし、実
際の現場での「応用力」が身に付くという意味
でも、とても有意義だと思っています。

大友板金店 代表
大友 正市先生

マイスターの声「仕事をしながら学べる、貴重な学びの場です。」

スタッフに「多能工」を目指してもらっています。なんでもできる職人に
なってもらいたいという思いから、若い職人のスキルアップとしてマイ
スター制度を使わせていただいています。社員一人ひとりの技術の高さ
が、「安心」「満足」「感動」してもらえる会社につながると考えています。

私たちは、「家にあわせて人が生活する」のでは
なく、「住む人のライフスタイルにあわせて家を
創る」ことが理想だと考えています。お客様の住
まいの夢、こだわりをリフォームで形にします。

仕事をしていると、技術取得の勉強になかなか時間が取れ
ないのが実情です。その中でマイスター制度で講習をして
いただけると、きっかけができますし、集中して勉強がで
きます。仲間と一緒に切磋琢磨しながら学ぶことで張り合
いも持てます。実践レベルで教えていただけるので、仕事
に活かすことができて感謝しています。様々な講習を受け
て、「多能工」を目指していきたいと思います。

関本 政和さん
吉田 尚子さん
清水石 浩司さん
小原 貴之さん

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

次号予告

実技指導概要

●日程／6日間　●場所／高校内の実習場　●受講者／20名
●内容／溶接技術向上を目指した実技指導
●指導者／ものづくりマイスター（電気溶接）1名

●日程／10日間　●場所／会社内の作業場・倉庫　●受講者／4名
●内容／建築板金２級取得を目指した実技指導
●指導者／ものづくりマイスター（建築板金）1名

実技指導概要電気溶接職種

建築板金職種

オガーレ ACE Vol.4は､2015 年 3 月10日発行予定です。

株式会社 宮富士工業 社長
後藤春雄先生

2014.1203Vol.
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オガーレ 　自
動
車
業
界
に
は
ど
れ
く
ら
い
関
連
す
る
産
業
が
あ
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
（
Ｊ
Ａ
M
Ａ
※1 

）
に
よ
る
と
、
自

動
車
業
界
は
資
材
調
達
・
製
造
を
は
じ
め
、
販
売
・
整
備
・
運
送
な
ど

各
分
野
に
わ
た
る
広
範
な
関
連
産
業
を
持
つ
総
合
産
業
で
、
日
本
の
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
高
度
に
発
達
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
駆
使
し
、
自

動
車
事
故
を
未
然
に
防
い
だ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
り
す
る
た
め

の
予
防
安
全
技
術
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
環
境

に
配
慮
し
た
技
術
、
乗
る
人
に
と
っ
て
快
適
で
便
利
な
技
術
な
ど
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
機
械
産
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
自

動
車
業
界
は
、
今
や
総
合
技
術
産
業
（
電
気
・
電
子
技
術
や
化
学
・
物

理
学
な
ど
と
融
合
し
た
産
業
）
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

※1 

国
内
に
お
い
て
自
動
車
を
生
産
す
る
メ
ー
カ
ー
14
社
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
団
体

　自
動
車
を
構
成
す
る
部
品
は
、
鉄
鋼
や
銅
、
ア
ル
ミ
、
ガ
ラ
ス
や
ゴ
ム

な
ど
の
材
料
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
車
体
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、

タ
イ
ヤ
、
シ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
全
部
で
な
ん
と
２
〜
３
万
個
に

及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
こ
れ
ら
を
す

べ
て
製
造
・
生
産
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ほ
と
ん
ど
の
部
品
は
専
門
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ

の
開
発
技
術
は
エ
ア
コ
ン
や
車
体
な
ど
の
内
装
・
ボ
デ
ィ
系
、
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
や
足
回
り
制
御
な
ど
の
シ
ャ
ー
シ
系
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン
系
、
カ
ー
ナ
ビ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
系
の
４
つ
の
柱
に
分
類
さ
れ
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
部
品
を
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
組
み
立
て
て
自
動
車
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　自
動
車
業
界
は
主
要
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
他
に
、
自
動
車
を
生
産

す
る
た
め
に
必
要
な
材
料
や
部
品
の
製
造
を
行
う
人
た
ち
、
完
成
し
た

自
動
車
の
販
売
・
点
検
・
整
備
を
行
う
人
た
ち
、
実
際
に
自
動
車
を
利

用
す
る
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、
運
送
業
に
携
わ
る
人
た
ち
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
や
損
害
保
険
な
ど
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
直
接
・
間
接
的
に
関
わ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。そ
の
就
業
人
口
は
お
よ
そ
５
４
７
万
人
。日
本
の
就
業
人
口
の
８
．

７
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 ※2 

※2 

総
務
省
「
労
働
力
調
査
（
平
成
25
年
平
均
）」、
経
済
産
業
省
「
平
成
24
年
工
業
統
計
表
」
等
参
照

　自
動
車
業
界
に
は
、
そ
の
幅
広
い
職
種
に
合
わ
せ
て
役
立
つ
資
格
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　自
動
車
の
資
格
の
中
で
も
有
名
な
も
の
に
「
自
動
車
整
備
士
」
が
あ

り
ま
す
。
自
動
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
上
で
必
要
な
資
格
で
、
技

能
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
段
階
的
に
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
や
金
属
加
工
業
な
ど
に
携
わ
る
人
が
自
分
の

技
能
レ
ベ
ル
の
証
と
し
て
取
得
す
る
「
金
型
製
作
技
能
士
」。
自
動
車

業
界
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
製
造
業
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
内
燃
機
関
組
立
て
技
能
士
」
は
、
自
動
車
や
飛
行
機
を
は
じ

め
と
し
た
大
型
機
械
を
動
か
す
原
動
力（
エ
ン
ジ
ン
）の
組
立
て
、分
解
、

調
整
を
行
う
際
に
役
立
ち
ま
す
。

　他
に
も
関
連
す
る
資
格
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大
事
な
の
は
自

分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。
関
連
産
業
の
多
い
自

動
車
業
界
は
選
び
が
い
が
あ
り
、
学
び
が
い
も
あ
る
の
で
す
。

及田賢治さん

ものづくりにかける４人

特集・仕事図鑑

株式会社 オイタミート
わたしの新人時代 

メンテナンス
プライムアースEVエナジー 株式会社

石森 勇紀さん

［CASE.1］

金型製作
岩機ダイカスト工業 株式会社

佐藤 大輔さん

［CASE.2］

機械設備の制御・設計・製作
株式会社 ウチダ 仙台工場

鎌田 拓臣さん

［CASE.3］

製造
株式会社 宮城化成

門傳 和宏さん

［CASE.4］

生
産
、
販
売
か
ら
整
備
や
輸
送
業
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
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自
動
車
業
界
っ
て
、

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

自
動
車
に
は
部
品
の
数
だ
け

工
場
が
あ
る

た
く
さ
ん
の
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
産
業

就
き
た
い
職
種
に
合
わ
せ
て

役
立
つ
資
格
が
あ
る
！

ものづくり産業広報誌

Vol.03

！

自動車業界

ゆう　き

だい すけ

たく  み

もん でん

アゾット

けん　   じ

けん　  いち

自動車に関する資格例

自動車整備士
国家資格。自動車分解整備事業場において自動車のメンテナンス
に従事する者のうち自動車整備士国家試験に合格した人。

CAD利用技術者／３次元CAD利用技術者
CADシステムの操作や設計・製図、ハードウエア、ソフトウエア、
それに関する業務知識を認定する資格。

金型製作技能士
国家資格。プレス金型製作作業・プラスチック成形用金型製作作
業に関する技能を証明するもの。

機械加工技能士
国家資格。金属の工作物の切削や機械加工、機械保全など、加
工技術全般に関わる。

内燃機関組立て技能士
国家資格。内燃機関（エンジン）の組み立てや、分解・調整を行う。

金属プレス加工技能士
国家資格。素材を成形するプレス加工の技術を身に付けているこ
とを証明するもの。

機械保全技能士
国家資格。工場の設備機械の正常な運転を維持・保全する技能
や知識を身に付けていることを証明するもの。

鍛造技能士
国家資格。金属の強度を高め、形を整える技術を証明するもの。

自
動
車
業
界
は

日
本
を
支
え
る
基
幹
産
業
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オガーレ 　自
動
車
業
界
に
は
ど
れ
く
ら
い
関
連
す
る
産
業
が
あ
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
（
Ｊ
Ａ
M
Ａ
※1 

）
に
よ
る
と
、
自

動
車
業
界
は
資
材
調
達
・
製
造
を
は
じ
め
、
販
売
・
整
備
・
運
送
な
ど

各
分
野
に
わ
た
る
広
範
な
関
連
産
業
を
持
つ
総
合
産
業
で
、
日
本
の
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
高
度
に
発
達
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
駆
使
し
、
自

動
車
事
故
を
未
然
に
防
い
だ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
り
す
る
た
め

の
予
防
安
全
技
術
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
環
境

に
配
慮
し
た
技
術
、
乗
る
人
に
と
っ
て
快
適
で
便
利
な
技
術
な
ど
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
機
械
産
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
自

動
車
業
界
は
、
今
や
総
合
技
術
産
業
（
電
気
・
電
子
技
術
や
化
学
・
物

理
学
な
ど
と
融
合
し
た
産
業
）
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

※1 

国
内
に
お
い
て
自
動
車
を
生
産
す
る
メ
ー
カ
ー
14
社
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
団
体

　自
動
車
を
構
成
す
る
部
品
は
、
鉄
鋼
や
銅
、
ア
ル
ミ
、
ガ
ラ
ス
や
ゴ
ム

な
ど
の
材
料
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
車
体
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、

タ
イ
ヤ
、
シ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
全
部
で
な
ん
と
２
〜
３
万
個
に

及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
こ
れ
ら
を
す

べ
て
製
造
・
生
産
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ほ
と
ん
ど
の
部
品
は
専
門
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ

の
開
発
技
術
は
エ
ア
コ
ン
や
車
体
な
ど
の
内
装
・
ボ
デ
ィ
系
、
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
や
足
回
り
制
御
な
ど
の
シ
ャ
ー
シ
系
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン
系
、
カ
ー
ナ
ビ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
系
の
４
つ
の
柱
に
分
類
さ
れ
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
部
品
を
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
組
み
立
て
て
自
動
車
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　自
動
車
業
界
は
主
要
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
他
に
、
自
動
車
を
生
産

す
る
た
め
に
必
要
な
材
料
や
部
品
の
製
造
を
行
う
人
た
ち
、
完
成
し
た

自
動
車
の
販
売
・
点
検
・
整
備
を
行
う
人
た
ち
、
実
際
に
自
動
車
を
利

用
す
る
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、
運
送
業
に
携
わ
る
人
た
ち
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
や
損
害
保
険
な
ど
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
直
接
・
間
接
的
に
関
わ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。そ
の
就
業
人
口
は
お
よ
そ
５
４
７
万
人
。日
本
の
就
業
人
口
の
８
．

７
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 ※2 

※2 

総
務
省
「
労
働
力
調
査
（
平
成
25
年
平
均
）」、
経
済
産
業
省
「
平
成
24
年
工
業
統
計
表
」
等
参
照

　自
動
車
業
界
に
は
、
そ
の
幅
広
い
職
種
に
合
わ
せ
て
役
立
つ
資
格
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　自
動
車
の
資
格
の
中
で
も
有
名
な
も
の
に
「
自
動
車
整
備
士
」
が
あ

り
ま
す
。
自
動
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
上
で
必
要
な
資
格
で
、
技

能
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
段
階
的
に
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
や
金
属
加
工
業
な
ど
に
携
わ
る
人
が
自
分
の

技
能
レ
ベ
ル
の
証
と
し
て
取
得
す
る
「
金
型
製
作
技
能
士
」。
自
動
車

業
界
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
製
造
業
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
内
燃
機
関
組
立
て
技
能
士
」
は
、
自
動
車
や
飛
行
機
を
は
じ

め
と
し
た
大
型
機
械
を
動
か
す
原
動
力（
エ
ン
ジ
ン
）の
組
立
て
、分
解
、

調
整
を
行
う
際
に
役
立
ち
ま
す
。

　他
に
も
関
連
す
る
資
格
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
大
事
な
の
は
自

分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。
関
連
産
業
の
多
い
自

動
車
業
界
は
選
び
が
い
が
あ
り
、
学
び
が
い
も
あ
る
の
で
す
。

及田賢治さん

ものづくりにかける４人
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わたしの新人時代 

メンテナンス
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石森 勇紀さん
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金型製作
岩機ダイカスト工業 株式会社

佐藤 大輔さん
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機械設備の制御・設計・製作
株式会社 ウチダ 仙台工場

鎌田 拓臣さん

［CASE.3］

製造
株式会社 宮城化成

門傳 和宏さん

［CASE.4］

生
産
、
販
売
か
ら
整
備
や
輸
送
業
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
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株式会社 AZOTH
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自
動
車
業
界
っ
て
、

ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

自
動
車
に
は
部
品
の
数
だ
け

工
場
が
あ
る

た
く
さ
ん
の
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
産
業

就
き
た
い
職
種
に
合
わ
せ
て

役
立
つ
資
格
が
あ
る
！
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自動車業界

ゆう　き

だい すけ

たく  み

もん でん

アゾット

けん　   じ

けん　  いち

自動車に関する資格例

自動車整備士
国家資格。自動車分解整備事業場において自動車のメンテナンス
に従事する者のうち自動車整備士国家試験に合格した人。

CAD利用技術者／３次元CAD利用技術者
CADシステムの操作や設計・製図、ハードウエア、ソフトウエア、
それに関する業務知識を認定する資格。

金型製作技能士
国家資格。プレス金型製作作業・プラスチック成形用金型製作作
業に関する技能を証明するもの。

機械加工技能士
国家資格。金属の工作物の切削や機械加工、機械保全など、加
工技術全般に関わる。

内燃機関組立て技能士
国家資格。内燃機関（エンジン）の組み立てや、分解・調整を行う。

金属プレス加工技能士
国家資格。素材を成形するプレス加工の技術を身に付けているこ
とを証明するもの。

機械保全技能士
国家資格。工場の設備機械の正常な運転を維持・保全する技能
や知識を身に付けていることを証明するもの。

鍛造技能士
国家資格。金属の強度を高め、形を整える技術を証明するもの。

自
動
車
業
界
は

日
本
を
支
え
る
基
幹
産
業

オガーレ！ ACE Vol.3  1
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国
内
有
数
の
企
業
が

宮
城
県
に
進
出

名だたる自動車関連会社が宮城に集まり、多種多様な自動車づくりのプロセスを担っています。地図に
記載したのはごく一部です。ぜひ、自動車関連の企業であなたの技術・能力を活かしてみませんか？

宮
城
県
に
お
け
る

製
造
品
出
荷
額
の
変
化

　平
成
25
年
の
製
造
品
出
荷
額
な
ど
を
見
る
と
自
動
車
製
造
が
含
ま

れ
る
「
輸
送
用
機
械
」
は
全
体
の
9
.
9
％
を
占
め
、
宮
城
県
に
お

け
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　そ
の
額
は
3
、
6
9
9
億
円
で
平
成
21
年
の
1
、
5
7
2
億
円
か

ら
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
対
前
年
比
で
13
.
8
％
の
伸
び
を
示

す
な
ど
、
自
動
車
産
業
は
宮
城
県
に
お
け
る
成
長
産
業
で
す
。

宮城の自動車産業マップ

電気・電子の技術で自動車産業の発展に貢献
アルプス電気 株式会社 古川工場

宮城県の自動車業界を担う
様々な企業が集積。

北上川

旧
北
上
川

鳴
瀬
川

名取川

阿武隈川

栗駒山
1627

984

1500

1264

荒雄岳

船形山

面白山

1366
大東岳

刈田岳
1758

不忘山
1705

1825
屏風岳

牡鹿半島

仙　台　湾

松島湾

女川湾

伊豆沼

志津川湾

気
仙
沼
湾

金華山
網地島

大島

唐桑半島

田代島

歌津崎

大須崎

御崎岬

出島

1253
北泉ヶ岳

ジーエスエレテック東北
ワイヤーハーネス

ウチダ
プレス・金型

東北イノアック
内装品

岩機ダイカスト工業
鋳造・ダイカスト

TG 東日本
ゴム・樹脂部品

共伸プラスチック
樹脂部品

アイシン高丘東北
ブレーキ部品

トヨタ紡織東北
シートなどの内装品

中央精機東北
スチールホイール

トヨタ自動車東日本
宮城大和工場
ECB、ABS、アクスル、

トルクコンバーター、エンジンなど

プライムアースEVエナジー
ニッケル水素電池

業種別製造品出荷額等の構成比

宮城県統計課「平成25年・宮城県の工業（速報）」

　アルプス電気は、東北地方を中心に事業を展開して
いる総合電子部品メーカーです。宮城県には 5 事業所
があり、約 3,700 名の社員が勤務しています。中でも、
古川工場は 2,350 名の社員が勤務する国内最大の事業
所であり、うち約 1,000 名が新製品の開発・設計に携
わる東北地方最大級のエンジニアリング拠点です。
最先端の技術・設備で、自動車やスマートフォ
ンを始めとする電子部
品を開発から製
造まで手がけ
ています。

所 在 地／
資 本 金／
従業員数／
事業領域／

大崎市古川中里6-3-36
236億2,300万円
2,350名（古川工場）
パワーウィンド・キーレスエント
リーシステム・エアコンパネル等
の自動車向け部品を始めとした
電子部品の開発・製造・販売

次世代コンパクトカーの中核生産拠点として誕生
トヨタ自動車東日本 株式会社 本社・宮城大衡工場

　トヨタグループの国内第３の生産拠点として、コンパク
トカーを中心に企画・研究開発・生産準備・生産を一貫し
て手掛ける完成車メーカーです。東北を基盤に世界一の魅
力あるコンパクトカーをつくることを目指しています。
2013年8月に発売された「カローラアクシオハイブリッド」

「カローラフィールダーハイブリッド」を生産してボディの
骨格を精密につくりだす組付治
具や溶接・塗装ロボットを
生産ラインに投入する
ことで、高品質、低
コスト、多品種少量
生産の生産ラインを
実現しています。

所 在 地／
資 本 金／
従業員数／
事業領域／

黒川郡大衡村中央平1番地
68億5,000万円
約7,600名
自動車車体および同部分品の
製造販売、型・治具・計測器・
機械装置類の製造販売

最先端の技術で二輪車・四輪車の統合システムづくり
株式会社 ケーヒン 宮城第一製作所

　二輪車のキャブレター（エンジン内
の燃料気化器）のトップメーカーとし
て、世界をリードし続けるとともに、排
出ガス規制に対応したインジェクター

（電子燃料噴射システム）においても
トップメーカーを目指しています。 四輪

事業では、メカニクスとエレクトロ二クス
を融合させた全体システムを提案。エンジ
ンデバイス、空調系システム、安全システ
ムなどの開発を行っています。ガソリン車
にとどまらず、代替燃料車やハイブリッド
車向けの製品も手がけるなど、お客様の多
種多様なニーズに対応しています。

所 在 地／
資 本 金／
従業員数／
事業領域／

角田市梶賀字高畑南213
69億3,200万円　
連結20,807名
二輪車・汎用製品および四輪
車製品の製造販売

事業では、メカニクスとエレクトロ二クス
を融合させた全体システムを提案。エンジ
ンデバイス、空調系システム、安全システ
ムなどの開発を行っています。ガソリン車
にとどまらず、代替燃料車やハイブリッド
車向けの製品も手がけるなど、お客様の多

キーレスエントリーシステム

カローラフィールダーハイブリッドインジェクター

　東
北
地
方
は
今
後
の
日
本
の
自
動
車
産
業
を
支
え
る
地
域
に
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
宮
城
県
に
は
、2
0
1
2
年
7
月
に
関
東
自

動
車
工
業
・
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
北
の
3
社
が
統
合

し
て
設
立
さ
れ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
な
ど
、
様
々
な
自
動
車
関
連

の
企
業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

製造品出荷額等
3兆7,219億円

他の12業種
16.8％

石油・石炭
16.7％

食料品
12.7％

電子部品
10.8％

輸送用機械
9.9％パルプ・

紙
5.1％

鉄鋼
4.8％

金属製品
4.5％

生産用機械
4.5％

電気機械
4.1％

飲料・たばこ
3.8％

窯業・土石

情報通信機械

3.1％

3.1％

太平洋工業
プレス・樹脂部品

トヨテツ東北
ボディ・シャシー部品

宮城化成
樹脂部品

東北部品
ワイヤーハーネス
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9
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8
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事業では、メカニクスとエレクトロ二クス
を融合させた全体システムを提案。エンジ
ンデバイス、空調系システム、安全システ
ムなどの開発を行っています。ガソリン車
にとどまらず、代替燃料車やハイブリッド
車向けの製品も手がけるなど、お客様の多
種多様なニーズに対応しています。

所 在 地／
資 本 金／
従業員数／
事業領域／

角田市梶賀字高畑南213
69億3,200万円　
連結20,807名
二輪車・汎用製品および四輪
車製品の製造販売

キーレスエントリーシステム

カローラフィールダーハイブリッドインジェクター

　東
北
地
方
は
今
後
の
日
本
の
自
動
車
産
業
を
支
え
る
地
域
に
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
宮
城
県
に
は
、2
0
1
2
年
7
月
に
関
東
自

動
車
工
業
・
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
北
の
3
社
が
統
合

し
て
設
立
さ
れ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
な
ど
、
様
々
な
自
動
車
関
連

の
企
業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

製造品出荷額等
3兆7,219億円

他の12業種
16.8％

石油・石炭
16.7％

食料品
12.7％

電子部品
10.8％

輸送用機械
9.9％パルプ・

紙
5.1％

鉄鋼
4.8％

金属製品
4.5％

生産用機械
4.5％

電気機械
4.1％

飲料・たばこ
3.8％

窯業・土石

情報通信機械

3.1％

3.1％

最先端の技術・設備で、自動車やスマートフォ
ンを始めとする電子部
品を開発から製

キーレスエントリーシステム

太平洋工業
プレス・樹脂部品

トヨテツ東北
ボディ・シャシー部品

宮城化成
樹脂部品

東北部品
ワイヤーハーネス



6  オガーレ！ ACE Vol.3

出来高向上を目指し、作業をしやす
くすることが、石森さんに課せられ
たミッションだ
東北を第三の生産拠点と位置づけ
るトヨタグループ企業と密に連携を
取っている宮城工場。主にトヨタ自
動車のアクアやカローラに搭載され
る電池パックを生産している
プライムアースEVエナジーが独自
に開発するバッテリーシステムは、ハ
イブリッド自動車の主力製品。それ
だけに日常のメンテナンスは重要だ
製造ラインが滞ることなく24時間
稼働できるように、石森さんは目を
光らせている

4

3

2

3

2

1

4

バッテリーパックとは
複数のバッテリーモジュールと ECU を内蔵し、バッテリーシステムとして車に
搭載できる状態の製品を指す。自動車メーカーの要望（電池重量・容量）に応じて、
様々な素材や形状で作られ、バッテリー本体を衝撃や振動から守る。バッテリー
の温度が高くなりすぎないよう冷却システムも備えている。

バッテリーモジュールとは
モーターを駆動するために電気エネルギーの放電・充電を行う。正極板と負極
板を交互に組み合わせて、電解液を注入して作られる「バッテリーセル」と呼ぶ
単位バッテリーを複数つないで構成される。

バッテリーECUとは
バッテリーパックの電子制御ユニット（Electronic Control Unit）。バッテリーの状
態を把握するために、バッテリーモジュールの電圧・電流・温度等を計測し、バッ
テリーへの入出力を監視。バッテリーの冷却マネジメントや高電圧安全回路なども
監視し、バッテリーパックを安全かつ効率的に使えるようにする機能を持つ。

バッテリー
モジュール

開閉スイッチ

車
両
へ

冷却システム

パワーの流れ 検出データ 制御信号

バッテリーECU

バッテリーモジュール

バッテリーモジュール ECU 冷却システム などで構成される。

バッテリーパックの内部構造

温度 電圧 電流

HEV用バッテリーパック

このバッテリーパックに内蔵されているバッテリーモジュール  （青枠部分）に加え、
バッテリーを制御する バッテリーECU（赤枠部分）も設計・開発している。

バッテリーECU

バッテリーシステムのイメージ

プライムアースEVエナジーが開発する
ハイブリッド自動車用バッテリーシステム

は
、
ク
ル
マ
の
長
い
歴
史
の
上
で
も
画
期
的
と
い

え
る
。
燃
費
や
C
O
2
の
排
出
を
ガ
ソ
リ
ン
車

の
約
2
分
の
1
に
抑
え
、
人
々
の
環
境
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
効
果
も
あ
っ
た
。

　
電
気
自
動
車
（
E
V
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
（
H
V
）、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
P
H
V
）、
燃
料
電
池
車
（
F
C
V
）
な
ど
、
環

境
負
荷
の
低
い
次
世
代
自
動
車
の
開
発
は
そ
の
後

も
国
内
外
に
広
ま
り
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
に
使
わ

れ
る
電
池
の
需
要
も
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
増

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

企業情報

プライムアース EV エナジー 株式会社

※PEV…プラグインハイブリッド車(plug-in hybrid car)。コンセントから差込プラグを用いて直接バッテリー
に充電できる

※HEV…hybrid electric vehicle の略で、内燃機関と電動機を動力源として備えたハイブリッド車を表す

／黒川郡大和町流通平1番地
   TEL　022-353-0111
　FAX　022-344-1511
　http://www.peve.jp
／鈴木 茂樹
／1996 年 12 月
／ 3,300 名（2014 年 4 月時点の全社合計）
／ PEV※・HEV※用ニッケル水素蓄電池、リチウムイ

オン電池、BMS の開発・製造・販売
／［社会に貢献］EV・HV 用電池事業を通じて環境・

エネルギー領域で社会に貢献します。
　［世界に提供］高性能・高信頼の EV・HV 用電源

システムのソリューションを広く世界に提供します。
　［市場を創造］事業の展開を通して EV・HV 用電

池市場の創造と拡大をめざします。
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現
在
、
世
界
中
で
走
っ
て
い
る
自
動
車
は
10
億

台
を
越
え
て
い
る
。
こ
の
台
数
は
30
年
前
と
比
べ

て
3
倍
以
上
。
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国

で
の
普
及
が
加
速
し
、
自
動
車
の
あ
る
便
利
で
快

適
な
暮
ら
し
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
、
排
気
ガ
ス
に
よ

る
大
気
汚
染
や
C
O
2
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖

化
、
さ
ら
に
石
油
資
源
の
枯
渇
も
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
多
く
の
課
題
が
表
面
化
し
て
き
た
こ
と

も
ま
た
事
実
だ
。

　
1
9
9
7
年
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ひ
と
つ
の

答
え
が
出
た
。
世
界
初
の
量
産
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
「
プ
リ
ウ
ス
」
の
登
場
だ
。
従
来
エ
ン
ジ
ン
だ

け
だ
っ
た
動
力
源
に
モ
ー
タ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と

新たなモノづくりに挑み、クルマ社会の未来を拓く
メンテナンス

石森 勇
ゆう

紀
き

さん（21 歳）
プライムアース EV エナジー 株式会社（黒川郡大和町）

1

C A S E   

01仕事
図鑑

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
用
電
池
で
業
界
No
・
１

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
領
域
で
も
社
会
に
貢
献

ク
ル
マ
社
会
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
に

電
気
で
走
る
自
動
車
が
出
し
た
答
え
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石
森
さ
ん
が
所
属
す
る
課
内
の
グ
ル
ー
プ
・
メ

ン
バ
ー
7
人
に
直
属
の
上
司
を
交
え
て
、
小
集
団

活
動
も
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
小
集
団
活

動
で
は
、
問
題
の
設
定
か
ら
解
決
策
の
構
築
に
苦

労
し
ま
す
が
、
お
か
げ
で
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
手
法
が
学
べ
ま
す
」
と
石
森
さ
ん
が
述
べ
る
よ

う
に
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
取

り
組
め
る
の
は
、
プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ

ジ
ー
の
自
由
か
っ
達
な
社
風
に
負
う
と
こ
ろ
も
大

き
い
よ
う
だ
。

　
年
間
30
万
台
の
生
産
能
力
を
誇
る
宮
城
工
場
で

は
、
2
0
1
5
年
春
に
新
工
場
の
稼
働
も
ス
タ
ー

ト
す
る
。
従
来
よ
り
も
生
産
能
力
が
増
強
さ
れ
る

業
界
ト
ッ
プ
・
メ
ー
カ
ー
に
あ
っ
て
、
熱
く
燃
え

る
石
森
さ
ん
。
現
場
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
「
保
全

マ
ン
」
を
目
指
し
て
、
そ
の
ス
キ
ル
は
着
々
と
進

化
し
続
け
て
い
る
。

　
就
職
活
動
を
す
る
上
で
、
取
れ
る
資
格

は
ど
ん
ど
ん
取
っ
て
い
っ
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
企
業
説
明
会
や
工
場
見

学
の
際
は
、
実
際
に
製
造
し
て
い
る
様
子

だ
け
で
な
く
、
会
社
の
雰
囲
気
も
自
分
の

目
で
確
か
め
、
体
感
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
よ
。

　
我
が
社
は
若
い
人
が
多
く
「
若
い
人
が

活
躍
で
き
る
」
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。
社

員
が
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
姿
か
ら
は
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る

は
ず
で
す
。

　
我
が
社
に
入
社
す
る
と
、
様
々
な
経
験

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が

こ
の
会
社
で
何
を
し
た
い
か
、
し
っ
か
り
自

分
像
を
見
極
め
て
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
ト
ラ
イ

す
れ
ば
、
必
ず
活
路
は
開
け
ま
す
よ
。

8:008:25

出
社

体
操

体
を
動
か
し
て
、
ま
ず
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

8:30

設
備
保
全
課
内
の
朝
会

今
日
1
日
の
流
れ
を
確
認
し
合
う

8:40

班
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

所
属
す
る
班
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
綿
密
な
打
合
せ
を

行
う

9:20

他
部
署
と
打
合
せ

自
分
が
担
当
し
て
い
る
工
程
に
関
し
て
、
製
造
を
は

じ
め
各
部
署
間
で
情
報
交
換
を
行
う

10:00

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
ト
ラ
ブ
ル
対
応

設
備
保
全
課
の
メ
イ
ン
の
仕
事
。
気
の
抜
け
な
い
作

業
が
続
く

12:00

昼
食

12:45

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
ト
ラ
ブ
ル
対
応

15:00

部
品
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル※

製
造
ラ
イ
ン
か
ら
部
品
を
取
り
外
し
、
調
整
や
補
修

を
自
ら
行
う

16:00

部
品
の
発
注

自
分
の
席
に
着
い
て
、
て
き
ぱ
き
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

を
こ
な
す

17:15

退
社

時
に
は
、
小
集
団
活
動
の
資
料
づ
く
り
等
で
残
業
す

る
場
合
も

メンテナンス 石森 勇紀さんのONE DAY

ヘルメットと防塵マスクを着用し、安全第一で設備の保全に勤しむ

他部署との打合せでトラブルなどの情報を交換

設備の停止時間をいかに短縮できるかが腕の見せどころ必要な部品は自ら発注作業も行う

※オーバーホール（Overhaul）…機械製品を部品単位まで分解して清掃・再組み立てを行い、新品時の性能状態に戻す作業

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

身
に
着
け
た
技
能
を
活
か
し
て

信
頼
さ
れ
る
保
全
マ
ン
に
な
る
の
が
夢
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大
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
1
9
9
6
年
、

ト
ヨ
タ
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
共
同
出
資
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
の
が
プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ

ジ
ー
だ
。

　
車
載
用
電
池
の
分
野
で
は
、
日
本
の
企
業
が
世

界
に
先
駆
け
て
量
産
化
に
成
功
し
、
世
界
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
牽
引
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
を
担
う
プ

ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
は
、
設
立
か
ら

18
年
足
ら
ず
で
累
計
生
産
台
数
7
0
0
万
台（
車

両
台
数
ベ
ー
ス
）
を
突
破
。
名
実
共
に
こ
の
業
界

で
世
界
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

　
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
の
性
能
向
上
に
加
え
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
量
産
体
制
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
。
電
池
の
み
な
ら
ず
E
C
U
（
電

子
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
は
じ
め
と
す
る
B
M
S

（
バ
ッ
テ
リ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
。
B
a
t
t
e
r
y 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t 

S
y
s
t
e
m
の
略
）
の

開
発
や
、
電
池
と
B
M
S
を
ク
ル
マ
に
搭
載
す

る
た
め
の
電
池
パ
ッ
ク
の
設
計
も
行
わ
れ
て
い
る
。

電
池
材
料
の
開
発
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
の
設

計
・
評
価
・
生
産
ま
で
、
車
載
用
電
源
シ
ス
テ
ム

を
ト
ー
タ
ル
に
提
供
で
き
る
点
も
、
プ
ラ
イ
ム

ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
の
大
き
な
強
み
だ
。

　
宮
城
工
場
は
静
岡
市
湖
西
市
の
本
社
・
大
森

工
場
、
境
宿
工
場
に
続
く
第
三
の
拠
点
と
し
て

2
0
1
0
年
1
月
、
黒
川
郡
の
大
和
流
通
・
工

業
団
地
で
操
業
を
開
始
。
翌
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
も
乗
り
越
え
、
現
在
の
従
業
員
数
は
約

6
0
0
人
に
上
る
。
そ
の
う
ち
約
9
割
が
地
元

採
用
。
製
造
部
設
備
保
全
課
に
務
め
る
石
森
勇
紀

さ
ん
も
地
元
出
身
の
一
人
だ
。

　
宮
城
工
場
内
に
は
現
在
、
製
造
部
設
備
保
全
課

に
72
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
24
時
間
稼
働
す
る

生
産
ラ
イ
ン
が
滞
り
な
く
動
く
た
め
に
は
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
不
可
欠
。
設
備
保
全

課
の
面
々
は
「
稼
働
ロ
ス
を
い
か
に
少
な
く
す
る

か
」
を
胸
に
日
々
目
を
光
ら
せ
、
き
め
細
か
く
保

全
業
務
に
励
ん
で
い
る
。
幼
い
頃
か
ら
モ
ノ
づ
く

り
が
好
き
だ
っ
た
石
森
さ
ん
は
、
プ
ラ
イ
ム
ア
ー

ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
が
世
界
に
誇
る
最
高
品
質
の

製
品
づ
く
り
を
支
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
仕

事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
入
社
3
年
目
と
は
い
え
、
石
森
さ
ん
に
与
え
ら

れ
る
仕
事
は
甘
く
な
い
。「
出
来
高
向
上
を
目
指

し
、
作
業
の
や
り
に
く
さ
を
改
善
す
る
」
の
が
石

森
さ
ん
に
課
せ
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。「
現
場

の
作
業
者
が
体
を
ひ
ね
っ
た
り
、
背
伸
び
し
な
が

ら
作
業
し
て
い
る
と
、
効
率
は
悪
く
な
る
。
も
っ

と
楽
な
姿
勢
で
作
業
で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
こ

と
に
よ
り
自
ず
と
生
産
性
も
上
が
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
作
業
者
の
安
全
性
も
高
め
ら
れ
ま
す
よ
」

と
石
森
さ
ん
。
設
備
保
全
課
の
仕
事
は
、
働
く
人

の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら

な
い
。

　
我
が
社
は
若
い
人
が
と
て
も
多
い
会
社
で
す
。
宮
城
工
場
は
社
員
の

大
半
が
地
元
採
用
で
す
し
、
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や

す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
よ
。
若
さ
や
経
験
不
足
を
理
由
に
意

見
が
通
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
や
り
た
い
こ
と
を
提
案
す

れ
ば
、
実
現
す
る
可
能
性
が
高
い
の
は
我
が
社
の
特
徴
で
し
ょ
う
ね
。

　
私
達
の
使
命
は
、
必
要
な
モ
ノ
を
必
要
な
時
に
お
客
様
に
提
供
す

る
こ
と
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
く
て
も
、そ
れ
だ
け
に
現
場
か
ら「
あ

り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

石
森
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
明
る
く
前
向
き
な
性

格
を
存
分
に
活
か
し
て
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
ひ
と
言
を
励
み
に

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
ほ
し
い

上司 に
聞
く

製造部設備保全課
課長

志水 幸広さん

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

新たなモノづくりに挑み、
クルマ社会の未来を拓く
メンテナンス

石森 勇
ゆう

紀
き

さん（21 歳）
プライムアース EV エナジー 株式会社（黒川郡大和町）

C A S E   

01仕事
図鑑

現
場
作
業
を
行
い
や
す
い
よ
う
に
改
善
し

稼
働
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
使
命

累
計
7
0
0
万
台
を
越
え
る
実
績
は

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
優
れ
た
技
術
の
賜
物

　
プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
で
は
、

社
員
の
資
格
取
得
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
石
森
さ
ん
も
入
社
後
に
機
械
保
全

（
機
械
系
保
全
作
業
）
2
級
を
取
得
。
現
在
は

機
械
保
全
（
電
気
系
保
全
作
業
）
2
級
を
取

得
す
る
た
め
に
勉
強
中
だ
。
社
外
の
講
習
会

に
参
加
す
る
機
会
も
与
え
ら
れ
、
石
森
さ
ん

は
積
極
的
に
受
講
し
て
い
る
。
明
確
な
目
標

を
持
ち
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
人
材
を
歓
迎

す
る
職
場
環
境
は
、
無
限
の
可
能
性
を
引
き

出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。
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藤
さ
ん
。

　
切
削
加
工
ま
で
一
貫
し
て
行
う
利
点
と
し
て
、

「
金
型
の
製
作
段
階
か
ら
加
工
を
意
識
し
た
設
計

が
で
き
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
」

「
納
品
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が
る
こ
と
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
顧
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
段
階
で

品
質
・
コ
ス
ト
面
か
ら
提
案
し
、
ニ
ー
ズ
に
即
応

で
き
る
こ
と
も
顧
客
の
信
頼
を
得
て
い
る
理
由
の

ひ
と
つ
だ
。

　「
完
成
ま
で
に
設
計
担
当
や
鋳
造
担
当
と
何
度

も
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
品
質
を
確
保
す
る
上

で
も
、
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で

す
」
と
部
署
を
越
え
た
連
携
の
重
要
性
を
強
調
す

る
。
一
貫
体
制
の
強
化
に
よ
り
納
入
す
る
製
品
の

品
質
保
証
（
Ｑ
Ａ
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
ま
だ
ま
だ
仕
上
が
り
に
納
得
で
き
な
い
日
々

の
繰
り
返
し
で
す
。
製
造
業
は
技
術
の
進
歩
が
速

い
の
で
、
常
に
新
し
い
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
佐
藤
さ
ん
。
宮

城
の
自
動
車
産
業
の
根
幹
を
支
え
て
い
る
と
い
う

自
負
を
胸
に
、
今
日
も
金
型
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る
。

6：307：30

出
社

朝
の
準
備

1
日
の
作
業
の
流
れ
を
確
認
し
、
準
備
を
行
う
。
突

発
的
な
も
の
の
対
応
を
手
配

仕
事
を
は
じ
め
る
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

金
型
づ
く
り
の
部
署
で
朝
礼
。
作
業
の
進
捗
状
況
の

確
認
、
懸
案
事
項
の
確
認
な
ど

7:55

朝
礼

8:00

金
型
の
仕
上
が
り
確
認

夜
間
に
自
動
製
作
し
た
金
型
の
仕
上
が
り
を
確
認
。

不
具
合
が
あ
る
場
合
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
し
、
高

速
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
再
起
動

10:00

休
憩

15:00

休
憩

10：10

設
計
部
署
と
の
打
ち
合
わ
せ

新
し
い
金
型
の
設
計
図
を
見
な
が
ら
、改
善
案
な
ど

を
話
し
合
う
。さ
ら
に
製
作
日
程
の
調
整
な
ど

12:00

昼
食

12:45

午
後
開
始
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

設
計
担
当
が
作
っ
た
3
Ｄ
デ
ー
タ
を
も
と
に
最
適
な

加
工
工
程
・
加
工
デ
ー
タ
の
作
成
を
行
う

15:10

金
型
製
作

切
削
加
工
用
の
高
速
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
金
型

製
作
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
セ
ッ
ト
し
、
夜
間
の
無
人

運
転
を
ス
タ
ー
ト

17:00

退
社

金型製作 佐藤 大輔さんのONE DAY

設計担当と一緒に新しい金型の図面をもとに
した打ち合わせ。金型の耐久度、金属注入の
流れなど、細かいところをチェックしながら最
善の方法を検討

切削加工用の高速マシニングセンタに金型製
作のプログラムをセット。想い描いた通りの金
型を作り上げるために細心の注意を払いなが
ら作業

昔は２次元の図面のみだったが現在は製品
要求事項を満たした2Ｄ・3Ｄデータを基に
最適な加工工程・加工データを作成

　
最
近
、
若
手
社
員
の
指
導
を
す
る
機
会
が

多
く
な
っ
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
、

工
業
高
校
な
ど
専
門
の
学
校
を
出
て
い
る
の

で
、
当
然
分
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
よ

う
な
基
礎
的
な
こ
と
が
、
聞
い
て
み
る
と
実

際
に
は
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
基
本
的
な
こ
と
に

興
味
を
持
っ
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
現
場
の
実
務
の
中
で

覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持

つ
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
貪
欲
に
な
れ
る
か

ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
す
が
、

「
ず
う
ず
う
し
く
質
問
す
る
人
」
は
伸
び
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
の
頃

か
ら
「
な
ぜ
、
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
疑

問
に
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
先
生
に
質
問

で
き
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ダイカストとは？

特殊鋼で精度の高い金型を作り、その
金型にアルミニウム、亜鉛、マグネシウ
ムなどの金属を注入し、迅速に凝固さ
せ取り出す鋳造方法。ダイカスト製品は
寸法精度が高く、強度に優れ、外観が
美しく機械加工も少なく済むという優れ
た特長から自動車関連部品などに多く
使用されている。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

お
客
様

方
法
検
討

（
造
形
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

 

タ
に
よ
る
設
計
）

金
型
設
計

社内一貫生産

金
型
製
作

計

　
測

鋳

　
造

プ
レ
ス

研

　
掃

加

　
工

仕
上
検
査

出

　
荷

より良い製品を目指し、たどり着いた岩機ダイカスト工業のダイカスト製造の流れ

第一線の現場で活躍する
設計者自らが最適な形状を提案

フィードバック

提案

社内一貫生産体制で、安定した品質のダイカストを
より安く、より早く提供
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工
業
高
校
で
製
図
作
業
の
面
白
さ
を
体
験
し
た

佐
藤
大
輔
さ
ん
。「
自
ず
と
も
の
づ
く
り
の
初
期

の
段
階
に
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
製
品
づ
く
り
の
基
盤
に
な

る
ダ
イ
カ
ス
ト
や
金
型
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
」
と
岩
機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
に
入
社
し
た
動

機
を
語
る
。

　
自
動
車
部
品
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
ダ
イ
カ
ス
ト

製
品
に
お
い
て
東
北
最
大
級
の
生
産
量
を
誇
る
岩

機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
自
動
車
業
界
を
支
え
る
。 

　「
私
が
担
当
す
る
の
は
金
型
づ
く
り
で
す
。
金

型
は
優
秀
な
製
品
を
つ
く
る
た
め
の
母
体
で
す
」

と
ダ
イ
カ
ス
ト
に
お
け
る
金
型
づ
く
り
の
重
要
性

を
語
る
佐
藤
さ
ん
。
設
計
担
当
が
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

シ
ス
テ
ム
で
作
成
し
た
製
品
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
佐
藤
さ
ん
の
部
署
で
切
削
加
工
用
高
速
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

す
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
高
速
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
が
夜
間
も
無
人
運
転
し
、
金
型
を
短

期
間
で
つ
く
り
上
げ
る
。

　「
金
型
の
耐
久
度
は
大
丈
夫
か
、
ア
ル
ミ
を
流

し
た
と
き
に
均
一
に
流
れ
る
の
か
、
最
終
的
に
こ

の
金
型
で
良
品
を
量
産
し
て
く
れ
る
の
か
な
ど
、

様
々
な
面
か
ら
検
討
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
不
備
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
よ
う

に
、
試
作
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
り
精
度
を
高
め
、

製
品
を
量
産
で
き
る
金
型
を
作
り
あ
げ
て
い
く
。

　「
我
が
社
の
特
徴
は
、
金
型
の
製
作
か
ら
鋳
造
、

機
械
に
よ
る
加
工
ま
で
一
貫
し
た
体
制
で
も
の
づ

く
り
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
効
率
も
あ
が
り
ま

す
し
、
品
質
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
佐

C A S E   

02仕事
図鑑

金型製作

佐藤 大
だい

輔
すけ

さん（31 歳）
岩機ダイカスト工業 株式会社（山元町）

ものづくりの初期工程に関わりたかったという佐藤
さん。自動車部品づくりの根幹となる金型づくりを
担っているという自負がある
金型を削る高速マシニングセンタの動きを制御す
るプログラムづくり。真剣なまなざしで画面を見つ
める
金型づくりはダイカストの命。試行錯誤を重ね、量
産に耐えうる金型を製作する。後輩の指導に力が
入る佐藤さん

岩機ダイカスト工業で製作している自動車部品の一部

1

3

2

1

2

3

自
動
車
産
業
を
支
え
て
い
る
と
い
う

自
負
を
胸
に
金
型
づ
く
り

も
の
づ
く
り
の
初
期
の
段
階
に
興
味

製
品
の
母
体
に
な
る
金
型
づ
く
り
を
担
当

各
部
署
と
の
連
携
を
深
め

製
品
づ
く
り
の
た
め
の一
貫
体
制
を
構
築

企業情報

岩機ダイカスト工業 株式会社
／亘理郡山元町鷲足字山崎 51-2
　TEL  0223-37-3322 
　FAX  0223-37-3720
　http://iwakidc.co.jp/
／鎌田 充志
／ 2 億円
／1969 年 9 月
／ 293 名 
／ダイカスト及び軽金属類の製造販売
／信頼にこたえる技術と人間性の向上につとめること
　努力は信頼と豊かさの確立に直結すること
　事業を通じて社会全般に貢献すること
　反省と和を重んじ常に新しきを創造すること
　時代の変化に対応し生々発展への道を歩み続けること

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容
企 業 理 念

ダイカストの理想を追求し
精度の高い部品を提供
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子
ど
も
の
と
き
か
ら
自
動
車
や
機
械
が
好
き

だ
っ
た
鎌
田
さ
ん
は
、
工
業
高
校
か
ら
工
業
大
学

の
電
子
工
学
科
に
進
学
し
、
卒
業
し
て
ウ
チ
ダ
に

就
職
し
た
。
経
営
陣
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
技

術
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
技
術
者
集
団
ウ
チ
ダ

の
仲
間
に
な
っ
て
９
年
目
。
鎌
田
さ
ん
は
、
プ
レ

ス
機
の
作
動
制
御
、
製
作
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
、

金
型
の
３
Ｄ
設
計
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
付
属
設
備
の
設
計
製
作
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
。

　
プ
レ
ス
機
の
作
動
制
御
で
は
、「
作
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
配
線
を
作
る
部
品
に
合
わ
せ
て
作
り
換
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
配
線
を
１
本
も
ま
ち
が
え

ら
れ
な
い
の
で
、
た
い
へ
ん
」
と
い
う
。

　
生
産
工
程
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
プ

レ
ス
機
か
ら
出
て
く
る
部
品
を
自
動
的
に
運
び
出

す
よ
う
な
設
備
が
必
要
だ
。
そ
の
設
計
製
作
か
ら

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
修
理
ま
で
鎌
田
さ
ん
は
自
分
で

行
う
。「
機
械
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
う
ま
く
動

か
せ
た
り
、
思
い
通
り
に
部
品
が
完
成
し
た
と
き

の
達
成
感
は
最
高
で
す
」。

　
鎌
田
さ
ん
は
今
、
電
気
主
任
技
術
者
資
格
を
取

ろ
う
と
勉
強
中
。
将
来
に
向
け
て
、
さ
ら
に
難
し

い
技
術
の
習
得
や
、
応
用
分
野
へ
の
挑
戦
を
目
指

し
て
い
る
。

7：30

出
社

当
日
の
業
務
に
つ
い
て
の
確
認
、
諸
連
絡
な
ど

8：00

朝
礼
（
部
署
ご
と
）

8：10

デ
ス
ク
・
工
場
内
各
所

工
場
内
の
安
全
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
打
ち
合
わ
せ

金
型
設
計
、
機
械
設
備
設
計
の
準
備

12：00

昼
休
み

12：50

デ
ス
ク
・
工
場
内
各
所

金
型
や
機
械
設
備
の
設
計
・
製
作
な
ど

プ
レ
ス
機
制
御
盤
で
の
、配
線
変
更
、作
動
制
御
な
ど

15：00

休
憩

15：10

デ
ス
ク
・
工
場
内
各
所

工
場
内
の
加
工
機
や
機
械
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

修
理
な
ど

19：00

退
社

定
時
（
17
時
）
に
作
業
が
終
了
し
な
い
時
は
残
業

機械設備の制御・設計・製作 鎌田 拓臣さんの ONE DAY

ウチダの強みは、企業の技術力を高
めていこうという熱意が従業員みんな
のなかにみなぎっていること

工場内の加工機や設備のメンテナンス、修
理なども鎌田さんの仕事

　
自
動
車
が
好
き
だ
と
い
う
人
は
い
っ
ぱ
い

い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
自
身

を
客
観
視
し
、
足
り
な
い
知
識
・
技
術
を
見

出
し
て
そ
こ
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
一
歩
先
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
〝
先

見
性
〟
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
社
内
外
問
わ
ず
、
ま
ず
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

精密な設計から、精密な金型を

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

プ
レ
ス
機
の
作
動
制
御
な
ど

機
械
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
面
白
さ

総務の責任者と打ち合わせ。工場内の安全
管理、省エネ、さまざまな改善作業について
など、内容は多岐にわたる

プレス加工で製作される部品の精度は、
金型の精度に左右される。ウチダでは、
この金型を物理工学の解析法を駆使して
コンピュータ・シミュレーション設計して
いる。実物試作をせずに、高い精度を求
められる部品の設計を実現できるシミュ
レーション技術は、ウチダの大きな強み
となっている。

4
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株
式
会
社
ウ
チ
ダ
が
製
造
す
る
部
品
は
、
自
動

車
の
エ
ン
ジ
ン
周
り
の
各
種
部
品
。
主
要
パ
ー
ツ

に
組
み
込
ま
れ
る
と
姿
は
見
え
な
く
な
る
が
、
自

動
車
の
機
能
部
品
の
一
部
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
ば
か
り
で
、
非
常
に
精
密
な
作
り
方
が
要
求
さ

れ
る
。

　
ウ
チ
ダ
は
、
こ
れ
ら
の
部
品
を
主
と
し
て
プ
レ

ス
加
工
で
製
作
す
る
。
プ
レ
ス
加
工
と
は
、
部
品

の
素
材
（
た
と
え
ば
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
）
を
対

に
な
っ
た
金
型
（
金
属
製
の
型
）
に
挟
ん
で
、
プ

レ
ス
機
で
圧
力
を
か
け
て
成
形
す
る
作
り
方
。
従

来
は
成
形
し
た
後
に
一
部
を
削
っ
た
り
、
孔
を
開

け
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ウ
チ
ダ
で
は
複

雑
な
部
品
の
形
で
も
一
度
に
一
体
的
に
成
形
で
き

る
高
度
な
技
術
を
確
立
し
て
い
る
。

　
部
品
を
プ
レ
ス
加
工
で
作
る
た
め
に
は
、
ま
ず

金
型
を
設
計
し
、
製
造
す
る
。
構
想
段
階
の
金
型

を
使
用
し
て
プ
レ
ス
加
工
し
た
と
き
、
要
望
す
る

形
状
や
厚
さ
に
部
品
が
加
工
で
き
る
か
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
詳
細
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
精
密

に
設
計
し
た
上
で
金
型
を
製
作
す
る
。
ウ
チ
ダ
の

技
術
力
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
設
計
段
階
か
ら
発
揮
さ
れ
る
。

C A S E   

03仕事
図鑑

金型ごとの最適条件に
合わせてプレス機の作動
を制御する
プレス機から出てきた部
品の数を計算して箱に
入れ、自動的にベルトコ
ンベアで運び出す機械。
鎌田さんの設計製作
ウチダが製造している各
種自動車部品
レーザー加工機の前で、
担当技術者と打ち合わせ

ウチダの主要加工製品は、中・小物
部品がメインサイズで、エンジン周辺
部をはじめとした、様々な用途の機
能部品の一部に採用されている

2

1 3

機械設備の制御・設計・製作

鎌田 拓
たく

臣
み

さん（30 歳）
株式会社 ウチダ 仙台工場（岩沼市）

1

2

3

4

想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
に
、

機
械
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

精
密
な
プ
レ
ス
加
工
に
よ
っ
て

自
動
車
部
品
を
製
造
す
る
技
術
者
集
団

自動車の重要部品を支える
高精度のプレス加工

企業情報

株式会社 ウチダ
／本社：神奈川県川崎市
   仙台工場：岩沼市下野郷字中野馬場 1-1
　TEL  0223-24-1234　FAX  0223-24-1233
   仙台名取工場：名取市愛島台 7-101-56
   TEL  022-384-2930　FAX  022-384-2931
   http://uchida-sendai.co.jp
／佐々木泰孝
／1955 年
／101 名（2014 年 10 月現在）
／プレス加工、冷間鍛造加工、機械加工、組

付加工、金型・治具設計製作（自動車部品、
産業機械部品、OA 機器部品、家電部品）

／塑性加工技術の頂点を目指す

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

AT系部品
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験
を
踏
ま
え
て
、若
手
の
人
材
育
成
に
も
熱
心
だ
。

ま
た
「
他
の
グ
ル
ー
プ
が
忙
し
い
時
は
ス
タ
ッ
フ

の
や
り
く
り
も
自
由
に
行
い
ま
す
よ
」
と
い
う
よ

う
に
、
社
員
同
士
の
交
流
も
活
発
だ
。

　
宮
城
化
成
の
製
品
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
手
作

り
。
そ
れ
だ
け
に
優
れ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら

れ
、
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
や
品
質
管
理
に
ま
で
、
日

ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
物
を
言
う
。
31

歳
に
し
て
3
児
の
パ
パ
で
も
あ
る
門
傳
さ
ん
は

「
若
い
人
と
一
緒
に
楽
し
く
働
け
る
」
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
次
世
代
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
F
R
P
よ
り
も
更
に
軽
く
強
度
に
優

れ
カ
ー
ボ
ン
繊
維
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
素
材
を

開
発
し
よ
う
と
意
欲
満
々
だ
。

7:458:008:308:408:509:109:30

出
社

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

各
部
の
リ
ー
ダ
ー
、
課
長
、
係
長
と
1
日
の
予
定

を
確
認
す
る

朝
礼

連
絡
事
項
な
ど
を
確
認
し
合
う

グ
ル
ー
プ
内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

注
文
書
に
従
い
納
期
の
回
答
を
行
う

事
務
処
理

成
形
の
準
備
に
取
り
か
か
り
製
造
ス
タ
ー
ト

製
造

13:00

新
人
の
作
業
指
導
も
行
い
な
が
ら
作
業
す
る

各
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
、
こ
れ
ま
で
の
進
ち
ょ
く
状
況

や
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
を
確
認

製
造

休
憩

昼
食

事
務
棟
か
ら
工
場
に
移
動

12:0015:00

午
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

15:15

翌
日
、
翌
々
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

生
産
予
定
作
成

17:00

退
社

17:30

製造 門傳 和宏さんのONE DAY

グループ内の新人教育も門傳さんの仕
事。製品のクオリティを維持するために
も、指導に熱がこもる

関係部署のリーダーが集う朝のミーティング。ベテラン
が多い中、門傳さんは一番の若手だ

社屋で小山社長を見つけて直 に々提案する門
傳さん。上下のへだてがなく、気軽にコミュニ
ケーションが取れるのも大きな魅力だ

　
モ
ノ
づ
く
り
が
好
き
な
人
に
ぴ
っ
た
り
の

仕
事
で
す
。
た
だ
単
に
製
造
す
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
良
い
製
品
を
作
る
た
め
に
は
品
質

管
理
も
疎
か
に
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
の
仕
事

は
手
作
業
が
中
心
な
の
で
、
日
々
培
わ
れ
る

技
能
と
感
覚
が
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
製
品
づ

く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
自
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
し
ょ
う
。
辛
い
作
業
で
も
、
考

え
方
ひ
と
つ
で
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
積
極
的
に
ど
ん
ど

ん
ト
ラ
イ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
そ
の
一
方
で
、色
々
な
も
の
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
視

野
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
は
一

層
楽
し
く
、
深
ま
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

Fiber（繊維）Reinforced（強化された）
Plasticsの略で「強化プラスチック」を表
す。ガラス繊維などの繊維をプラスチック
の中に入れて、強度を向上させた複合素材
のこと。断熱性・耐候性・耐熱性・耐薬品
性などに優れ、軽量で様々な形状を実現
できることから、自動車や鉄道車両の内外
装や小型船舶の船体など幅広く利用され
ている。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

企業情報

株式会社 宮城化成
／栗原市一迫北沢半金沢 15-4
   TEL　0228-52-3931
　FAX　0228-52-3933
　http://www.miyagi-kasei.co.jp
／小山昭彦
／1987 年（昭和 62 年）6 月
／40 名
／ FRP（強化プラスチック）製品の製造・販売、建

築資材のレンタル・販売、建築関連工事、工業薬
品・各種資材の卸販売

／私達は、価値ある商品作りとサービスの提供を行い、
社会と人 に々貢献できる企業を目指します。私達は、よ
り良い商品作りとより良いサービスの提供を常に考えるこ
とで、自分達の能力の向上と人格の向上を目指します。

※FRPとは？
所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念
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私
達
の
身
の
周
り
に
は
多
種
多
様
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
あ
る
。
中
で
も
強
度
を
高
め
た
、

一
般
的
に
「
F
R
P
※

」
と
呼
ば
れ
る
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
様
々
な
分

野
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
席
の
上
で
見
か
け
る
流
線
型
の
覆
い
の

よ
う
な
「
エ
ア
デ
フ
レ
ク
タ
ー
」
は
、
デ
ザ
イ
ン

性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
空
気
抵
抗
を
低
減
す

る
役
割
を
果
た
す
。
空
気
抵
抗
が
減
る
こ
と
で
燃

費
が
良
く
な
り
、環
境
保
護
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
エ
ア
デ
フ
レ
ク
タ
ー
を
装
着

し
て
い
る
。
こ
の
素
材
が
F
R
P
だ
。

　
国
内
最
大
手
の
ト
ラ
ッ
ク
製
造
メ
ー
カ
ー
か
ら

エ
ア
デ
フ
レ
ク
タ
ー
を
受
注
・

生
産
し
て
い
る
の
が
、
栗
原
市

に
工
場
を
持
つ
株
式
会
社
宮
城

化
成
だ
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

自
社
生
産
し
な
い
部
分
を
中
心

に
、
バ
ン
パ
ー
や
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
の
内
装
・
外
装
パ
ネ
ル

な
ど
の
F
R
P
製
品
の
製
造
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ

イ
ン
で
人
気
の
高
い
光
岡
自
動
車（
本
社
富
山
市
）

の
ボ
デ
ィ
も
同
社
が
大
半
を
手
が
け
て
い
る
。
自

動
車
関
連
部
品
の
製
造
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
て
い
る
の
が
、
入
社
7
年
目
の
門
傳
和
宏
さ

ん
だ
。

　「
メ
ー
カ
ー
の
純
正
品
に
は
な
い
、
デ
ザ
イ
ン

性
が
高
く
、
品
質
の
良
い
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
る

の
が
我
が
社
の
強
み
」
と
胸
を
張
る
門
傳
さ
ん

は
、
学
校
で
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
は

な
い
。
入
社
以
来
、
上
司
の
指
導
の
も
と
、
こ
つ

こ
つ
と
技
術
を
磨
い
て
き
た
。
現
在
6
名
の
部
下

を
束
ね
る
役
職
に
就
く
門
傳
さ
ん
は
、
自
ら
の
経

複合素材が豊かな未来を創造し
住み良い社会を築き支える

C A S E   

04仕事
図鑑

製造

門
も ん

傳
で ん

 和宏さん（31 歳）
株式会社 宮城化成（栗原市）

自
動
車
の
パ
ー
ツ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

強
く
て
軽
い
F
R
P
製
品
の
製
造
を
一
手
に

手
作
業
が
生
み
出
す
製
品
づ
く
り
に

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
可
欠

2

1

1

2

現
場
で
育
ま
れ
た
技
術
を
存
分
に
活
か
し

顧
客
満
足
度
の
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
を
生
む

複数の職種を経験した後「工房での
仕事」に憧れ、宮城化成に入社した
門傳さん。毎日、自分の手でモノが
作れることに誇りを感じている
広 と々した工場内は、職人達が匠の
技をふるう文字通り「工房」の趣。一
人ひとりの技術は、社内の訓練・教
育により着実に磨かれていく

①型整備（離型処理）…成形型
を清掃してから、離型剤を塗る

②ゲルコート塗布…成形型に製
品の塗料を吹き付ける

③マット積層（ハンドレーアップ
成形）…型にガラス繊維をセッ
トし、樹脂を浸透させながらガ
ラス繊維を積み重ねていく

④脱型…樹脂が固まった後、成
形型から製品を取り出す

⑤トリミング…製品をカットし、穴
空け等を行う

⑥アセンブリ…製品に部品を取り
付けたり、組み立てたりする

⑦仕上げ…表面の仕上げや不良
箇所の修正を行う

⑧検査・梱包…製品を検査し、
出荷準備

FRP成形の流れ
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就職してからずっと続けている
という、びっしりと書き込まれ
たスケジュール帳。印象に残っ
た言葉なども記されています

肉の基本は原料の見極め。そのために、オイタミートでは
除骨・整形ができる技術の習得を大切にしているそうです

平成16 年に工場店舗をグリーンタウンやもと
工業団地に新築移転。平成 24 年には、新た
にハム棟とスライス棟も増設しました株式会社 オイタミート

昭和 32 年 4 月に先代・及田一雄氏が「及田精肉店」と
して操業。昭和 51年 8 月に法人化し、現在の社名とな
った。東北産にこだわった豚肉のカット製造卸売販売を
主に、矢本ののりを練り込んだハム・ソーセージ、牛タ
ンカレーなどのオリジナル商品も開発している

所在地
東松島市大塩字緑ヶ丘 4-3-6
TEL 0225-82-2983
FAX 0225-82-2990
E-mail oita-meat@r2.dion.ne.jp
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東
北
産
の
厳
選
さ
れ
た
豚
肉
を
自
社
で
加
工
し
、

ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
多
彩
な
精
肉
商
品
を
製

造
し
て
い
る
株
式
会
社
オ
イ
タ
ミ
ー
ト
。
そ
の
始

ま
り
は
、
終
戦
後
、
進
駐
軍
の
駐
屯
地
（
現:

航

空
自
衛
隊
松
島
基
地
）
で
働
い
て
い
た
父
・
一
雄

さ
ん
で
し
た
。
自
分
よ
り
も
大
き
な
外
国
人
を
見

て
、
体
格
で
日
本
人
に
ま
さ
る
の
は
肉
を
好
ん
で

食
べ
る
か
ら
だ
と
悟
り
、
旧
矢
本
町
内
で
精
肉
小

売
店
と
養
豚
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

時
、
及
田
さ
ん
は
５
歳
で
し
た
。
精
肉
店
を
し
な

が
ら
た
く
さ
ん
の
豚
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
家
族
ぐ
る
み
で
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
そ

う
で
す
。

　
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
地
元
の
商
業
高
校
に

進
学
し
た
及
田
さ
ん
。
農
業
高
校
で
養
豚
を
学
ぶ

と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
豚
の
世
話
で

終
始
す
る
毎
日
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

経
理
科
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
元
を
離
れ

て
千
葉
県
の
商
科
大
学
へ
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
勉

学
に
勤
し
ん
で
い
た
及
田
さ
ん
で
す
が
、
大
学
3

年
生
の
時
、
精
肉
店
と
家
庭
の
両
方
を
支
え
て
き

た
母
・
登
貴
子
さ
ん
を
亡
く
し
ま
し
た
。
郷
里
で

は
、
家
族
み
ん
な
で
事
業
を
切
り
盛
り
し
、
自
宅

の
敷
地
内
で
1
0
0
頭
も
の
豚
を
飼
育
し
て
い

ま
し
た
。
中
退
し
て
家
に
戻
る
べ
き
か
悩
み
ま
し

た
が
、
お
姉
さ
ん
夫
婦
と
妹
の
協
力
で
学
業
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
経

営
の
実
質
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
る
た
め
、

東
京
都
江
戸
川
区
の
老
舗
、
三
浦
屋
肉
店
で
修
行
。

こ
こ
で
培
っ
た
経
験
と
縁
は
、
後
に
大
い
に
役

立
っ
た
と
語
り
ま
す
。

　
昭
和
50
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
矢
本
に
帰
っ

て
「
及
田
精
肉
店
」
へ
就
職
。
大
学
の
友
人
た
ち

は
都
会
の
大
手
金
融
機
関
や
商
社
な
ど
に
入
社
し

ま
し
た
が
、「
田
舎
に
い
て
も
世
界
や
経
済
に
目

を
向
け
、
仕
事
に
懸
け
る
志
は
負
け
な
い
ぞ
」
と
、

上
野
駅
を
発
つ
日
、
強
く
心
に
誓
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
個
人
店
で
ど
れ
だ
け
力
を
尽
く
せ

る
か
の
挑
戦
の
日
々
。
給
料
は
月
３
万
円
し
か
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、父
親
か
ら
言
わ
れ
た「
後

は
自
分
で
稼
げ
」
と
い
う
言
葉
を
バ
ネ
に
、
が
む

し
ゃ
ら
に
努
力
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

　「
及
田
精
肉
店
」
で
働
く
う
え
で
及
田
さ
ん
が
重

視
し
た
の
は
、
販
路
を
広
げ
る
こ
と
。
隣
県
の
み

な
ら
ず
、
遠
く
東
京
に
ま
で
セ
ー
ル
ス
の
域
を
広

げ
て
い
き
ま
し
た
。
株
式
会
社
に
法
人
化
し
た
の

は
、
及
田
さ
ん
24
歳
の
時
。
そ
の
際
、
養
豚
業
を

や
め
る
こ
と
を
社
長
に
就
任
し
た
父
親
に
進
言
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
自
信
と
誇
り
が

あ
る
ゆ
え
に
簡
単
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
10
年

も
の
い
さ
か
い
が
続
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、

高
い
品
質
の
豚
肉
を
仕
入
れ
て
販
路
を
拡
充
す
れ

ば
、
加
工
品
の
製
造
で
会
社
を
大
き
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
、
及
田
さ
ん
は
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
修
行
先
だ
っ
た
三
浦
屋
肉
店
の
社
長

か
ら
、
都
内
の
大
手
食
肉
会
社
と
取
り
引
き
し
て

み
な
い
か
と
い
う
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な

人
員
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
通
常

業
務
後
に
及
田
さ
ん
自
身
が
加
工
作
業
を
手
が
け
、

レ
ン
タ
カ
ー
で
東
京
ま
で
配
送
。
当
然
、
家
に
い

る
時
間
は
少
な
く
な
り
、
幼
い
娘
さ
ん
が
及
田
さ

ん
の
顔
を
忘
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

か
い
あ
っ
て
、
人
脈
は
飛
躍
的
に
広
が
り
、
業
務

拡
大
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
35
歳
の
時
に
代
表
取
締
役
に
就
任
。
工
場
を
拡

大
す
る
な
ど
着
々
と
前
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
や
地
元
な

ら
で
は
の
商
品
を
精
力
的
に
開
発
す
る
な
ど
、
及
田

さ
ん
の
目
は
常
に
先
を
見
据
え
て
い
ま
す
。「
父
を

先
頭
に
家
族
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
き
た
仕
事
な
の
で

絶
や
し
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
就
職
し
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
会
社
に
し
よ
う
と
い
う
思

い
が
原
動
力
で
し
ょ
う
か
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

気
骨
あ
ふ
れ
る
父
親
が
始
め
た
精
肉
店
を

経
営
面
で
支
え
る
た
め
の
修
行
時
代

よ
り
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う

品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品
を
開
発

父
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

事
業
の
発
展
を
目
指
し

味
わ
う
人
の
喜
び
を
追
求

京都へ新婚旅行に出かけた時の
及田さん、27歳

株
式
会
社 

オ
イ
タ
ミ
ー
ト
　
代
表
取
締
役  

及
田 

賢け
ん

治じ

さ
ん
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23
歳
か
ら
ラ
ー
メ
ン
屋
や
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

の
店
舗
経
営
を
始
め
た
と
い
う
相
澤
社
長
。「
儲

け
れ
ば
い
い
や
と
い
う
感
覚
で
、
あ
き
る
と
す
ぐ

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。
30
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
結
婚
し
子
ど
も

も
授
か
っ
た
。「
も
う
簡
単
に
辞
め
ら
れ
な
い
ぞ

と
思
い
、
そ
れ
で
自
分
で
問
い
返
し
て
み
た
ん
で

す
。
何
で
辞
め
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
と
」。

　
見
つ
け
た
答
え
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
っ
た
。

「
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
」。

　
服
が
好
き
だ
っ
た
。
世
界
に
も
発
信
も
で
き
る
。

ア
パ
レ
ル
と
い
う
仕
事
が
相
澤
社
長
の
中
で
大
き

な
存
在
に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
折
、
知
り
合
い
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
、

「
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
が
面
白
い
」
と
い
う
話
が

舞
い
込
ん
だ
。
高
森
に
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
に
行
く
と

簡
易
プ
リ
ン
ト
機
1
台
。
愕
然
と
し
た
と
い
う
。

「
こ
れ
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の
か
？
」

　
順
調
に
オ
ー
ダ
ー
は
増
え
た
が
、
1
枚
1
枚
印

刷
し
た
も
の
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
す
と
い
う
地

道
な
作
業
。
取
引
先
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
社

長
さ
ん
も
心
配
で
や
っ
て
き
た
。「
こ
れ
1
台
で

で
き
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て

「
絶
対
自
信
が
あ
る
」
と
熱
く
語
っ
た
。
社
長
さ

ん
も
折
れ
て
機
械
を
購
入
す
る
資
金
も
支
援
し
て

く
れ
た
。「
や
る
気
が
あ
れ
ば
応
援
が
つ
く
ん
だ
」

と
相
澤
社
長
は
そ
の
時
知
っ
た
と
い
う
。

　
フ
ァ
ン
も
増
え
、
本
格
的
に
ア
パ
レ
ル
業
界
へ

参
入
。
大
手
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
リ
ン
ト
を

担
当
。
さ
ら
に
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
発
表
、

直
営
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
と
快
進
撃
は
続
い
た
。

　
仕
事
が
増
え
、
卸
町
の
大
き
な
工
場
へ
の
引
越

し
も
実
現
。
順
調
に
行
き
始
め
て
い
た
時
、
最
大

の
危
機
が
訪
れ
た
。

　
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
。
工
場
の
壁
が
落

ち
、
天
井
が
落
ち
た
。
従
業
員
に
け
が
が
な
か
っ

た
こ
と
だ
け
が
幸
い
だ
っ
た
。
工
場
は
「
全
壊
」

の
判
定
を
受
け
た
。「
さ
す
が
に
こ
の
時
は
、
会

社
の
存
続
を
諦
め
か
け
ま
し
た
」。

　
し
か
し
、
時
期
は
ち
ょ
う
ど
春
夏
物
の
生
産
の

ピ
ー
ク
が
迫
る
時
。
お
客
様
に
は
迷
惑
を
か
け
ら

れ
な
い
と
い
う
想
い
で
、
京
都
な
ど
の
同
業
者
に

協
力
を
仰
い
だ
。「
困
っ
た
時
に
助
け
あ
う
の
は

当
た
り
前
だ
」
と
次
々
と
協
力
を
申
し
出
て
く
れ

た
。
工
場
の
一
部
を
提
供
し
て
く
れ
た
り
、
外
注

を
引
き
受
け
て
く
れ
た
り
と
、
仲
間
の
協
力
で
、

震
災
前
の
生
産
量
が
維
持
で
き
た
う
え
、
新
た
な

注
文
も
こ
な
せ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
「
転
ん
で
も
た
だ
で
起
き
な
い
」
と
い

う
精
神
。
京
都
の
工
場
は
着
物
の
染
め
の
流
れ
を

く
み
、
技
術
力
が
高
い
。
こ
れ
に
A
Z
O
T
H

の
強
み
で
あ
る
企
画
デ
ザ
イ
ン
力
と
営
業
の
力
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
…
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の

計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。

　
京
都
に
あ
る
高
い
染
色
技
術
を
吸
収
す
る
こ
と

で
、
海
外
に
向
け
て
新
し
い
発
信
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
発

泡
イ
ン
ク
を
利
用
し
、
ま
る
で
刺
繍
に
見
え
る

よ
う
な
印
刷
を
す
る
技
術
の
開
発
を
行
う
な
ど
、

A
Z
O
T
H
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
の
も
の
づ
く
り

の
方
向
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
相
澤
社
長
が
も
の
づ
く
り
に
お
い
て
一
番
大
事

に
し
て
い
る
も
の
は
何
か
を
尋
ね
て
み
る
。
返
っ

て
き
た
答
え
は
、「
お
客
様
か
ら
の
目
線
で
見
る
こ

と
。
お
客
さ
ま
か
ら
見
て
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
い
い

の
か
？ 

販
売
・
配
送
の
仕
方
は
い
い
の
か
？ 

と

い
う
判
断
を
常
に
社
員
に
求
め
て
い
ま
す
」。
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り
の
T
シ
ャ
ツ
づ

く
り
に
も
こ
の
思
想
が
息
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　
扇
町
の
新
工
場
で
生
産
を
始
め
た
A
Z
O
T
H

は
今
、
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
代
官
山
の
「
セ
ブ

ン
ア
ッ
プ
ス
」、生
産
拠
点
と
し
て
の
「
ブ
ラ
ン
チ
」

の
3
社
に
分
社
化
し
て
い
る
。「
分
社
化
は
社
員

に
経
営
者
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら

で
す
。
依
存
を
な
く
し
自
立
し
た
人
材
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
相
澤

社
長
。

　
常
に
社
員
に
言
っ
て
い
る
こ
と
は
「
外
に
出
る

こ
と
」。
外
に
出
て
客
観
的
に
見
て
み
る
こ
と
で

視
野
が
広
が
る
と
考
え
る
。
新
し
い
発
想
の
も
と
、

海
外
の
大
手
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
、
A
Z
O
T
H
の
存
在
感

を
業
界
内
で
高
め
て
い
る
。

　「
今
後
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
、

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
部
分
を
強
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
・
印

刷
加
工
と
い
う
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」。

商
品
づ
く
り
の
す
べ
て
は

お
客
さ
ま
の
視
点
か
ら
生
ま
れ
る

まるで刺繍に見える発泡インク印刷は京
都の技術とAZOTH の技術の融合

環境負荷の少ない水性印刷台が125 面
並ぶ。1枚1枚手刷りで制作していく

Ｔシャツなどカジュアル衣料の企画、
デザイン、製造加工を行う。企画から
製造、販売までを一貫して行う体制を
確立。東京事務所の設立や、アーテ
ィストとのコラボレーションプロジェク
トなど活躍の幅を広げ、自社ブランド
の海外展開も視野に入れている。

■所在地
仙台市宮城野区扇町 5-2-16
TEL 022-236-1886
FAX 022-236-1887
http://www.azoth-net.jp

株式会社 AZOTH

2
0
1
1
年
の
震
災
で
工
場
が
全
壊

全
国
の
同
業
者
た
ち
に
支
え
ら
れ
て

簡
易
プ
リ
ン
ト
機
1
台
か
ら
ス
タ
ー
ト

内
面
か
ら
の
や
る
気
で
応
援
が
つ
く

様 な々プロジェクトとのコラボ商品も多数。
連帯感の中で作るのが Tシャツの魅力

施設に入っている子どもたちへのTシャ
ツ寄贈イベントを恒例としている。子ど
もたちからの嬉しい寄せ書きTシャツ
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プロフィール
1969年宮城県仙台市生まれ。1984年仙
台市立第二中学校を卒業。20代から飲食
店やショップの経営に携わり、2000年に簡
易シルクスクリーンプリント機1台でAZOTH
を立ち上げる。仙台でオリジナルブランド
やショップを展開する株式会社カービング
との取引を開始し、本格的にアパレル業
界へ参入。現在に至る。

「スタッフが作ってくれた最高の物を、全国に届けることが私の仕
事です」相澤社長のクオリティへのあくなき追求がAZOTHの躍
進の原動力なのかも知れない。

Aア
ゾ

ッ

ト

Z
O
T
H
と
い
う
の
は
、
元
々
錬
金
術
師
の
賢
者
の
石
の
名
だ
そ
う
。

そ
し
て
そ
の
綴
り
に
は
、
物
事
の
始
ま
り
と
終
わ
り
は

ま
た
始
ま
り
へ
と
続
く
と
い
う
意
味
が
。

義
兄
は
N
H
K
震
災
復
興
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
の

作
詞
を
し
た
映
画
監
督
の
岩
井
俊
二
さ
ん
。

ま
さ
に
“
A
Z
O
T
H
”
の
花
が
咲
き
は
じ
め
て
い
る
。

　
宮
城
野
区
扇
町
に
T
シ
ャ
ツ
の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
工
場
が
あ
る
。
ず
ら
っ
と
並
ぶ
印
刷
台
。
ス

タ
ッ
フ
が
黙
々
と
1
枚
1
枚
丁
寧
に
手
刷
り
で

プ
リ
ン
ト
作
業
を
こ
な
す
。
震
災
で
旧
工
場
が

全
壊
し
た
時
に
は
倒
産
も
覚
悟
し
た
と
い
う

A
Z
O
T
H
の
相
澤
謙
市
社
長
。
今
は
東
京
に

も
関
連
会
社
を
持
ち
、
大
手
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド

の
プ
リ
ン
ト
を
担
当
す
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　「
地
元
仙
台
に
海
外
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
と
一
緒

に
仕
事
を
す
る
ア
パ
レ
ル
製
造
会
社
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
県
の
議
員
さ
ん

な
ど
多
方
面
か
ら
工
場
に
見
学
に
来
て
く
れ
ま
す
。

あ
り
が
た
い
で
す
ね
」。

　
扇
町
か
ら
世
界
へ
。
A
Z
O
T
H
の
挑
戦
は

続
い
て
い
る
。

株式会社 A
ア ゾ ッ ト

ZOTH
代表取締役

相澤 謙
け ん

市
い ち

さん



自
動
車
組
込
み
シ
ス
テ
ム
科
２
年

太
田
翔
さ
ん

苦手を克服し、
環境に優しい車をつくりたい！

　小さい頃から兄弟そろって自動車が好
きで、高校ではロボットをつくったりマイ
コンカーをつくったりしていました。学内
の大会にも出たことがあります。マイコン
カーをつくったことは、自動車関連の仕
事に就きたいと思った一番のきっかけか
もしれません。
　実際にものをつくるのは楽しいし好き
なのですが、プログラム系統が苦手で
す。でも苦手意識ばかりではダメだと思
うので、楽しんで乗り越えていこうと思い
ます。好きだからこそ苦手なことも耐えら
れるんでしょうね。
　自動車関連の仕事に就けたら何をや
りたいかは、正直まだ決められていませ
ん。開発や設計もしてみたいし、夢は
広がりますね。将来的には、環境に優
しい燃費のいい車や他の資源で動く車
をつくりたいです。

自動車をもっと安全な乗り物にする
研究開発をしたい

　自動車組込みについて興味を持つよ
うになったのは、高校の頃です。通って
いた工業高校の機械科では主に加工機
の使い方や材料・道具に関する知識を
深めるために勉強をしていましたが、ある
とき「ロボットの大会があるが出てみない
か？」と言われて参加してみることにしまし
た。その大会では回路を担当しました。
この大会に参加したことがきっかけで、本
格的に組込みについて勉強しようと思っ
たんです。もともと自動車も好きだったし。
　今は大手自動車メーカーへの就職が
内定しています。ここでは運転支援シ
ステム「アイサイト」の研究開発が進め
られています。今の車はほとんどがコン
ピューター制御なので、乗る人や周りの
人の安全を考えた「アイサイト」にはすご
く興味があります。これまで勉強してきた
ことを生かして、自分もその研究開発に
携わりたいと思っています。

ものづくりの経験を生かし
世界に通用するエンジニアに

　ものづくりに興味を持ったのは、高
校の演劇部で使う小道具やベッドなど
を自分たちで設計してつくっていたとき
です。設計って楽しいな、と思うように
なり、もともと好きだった自動車の設計
をしたいと思うようになっていきました。
家族が乗っている車が好きで、小さい
頃から興味はありましたね。ただ高校
では手書きの設計しかしていなかった
ので、パソコンを使った設計には苦戦
しました。パソコンはインターネットを
見るときくらいしか使っていなかったし、
タイピングも苦手だったんです。今はだ
いぶ慣れたと思います。
　自動車は世界中で使われており、
技術も年々進歩しています。その技術
革新に携われるような、世界に通用す
るエンジニアになることが私の将来の
夢です。
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機
械
C
A
D
設
計
科
２
年

佐
藤
光
さ
ん

自
動
車
組
込
み
シ
ス
テ
ム
科
３
年

畠
山
雄
大
さ
ん

整備士から設計へ
好きなものをとことんつきつめる！

　これまでずっと整備士に興味があり、
整備士の専門学校に通っていました。で
も想像していたものと何かが違ったんです。
2年の終わりに製図の授業があり、それ
がおもしろくて設計をやりたいと思うようにな
りました。製図の授業といっても手書きだ
し、図面を使って何かをつくるというわけで
もなかったので、パソコンでの製図は慣
れるまでに少し時間がかかりました。周りの
人に聞きながら慣れていった感じです。
　覚えることはいっぱいありますが、きち
んと勉強して知識を身に付け、自分で
企画提案ができるようになれたらいいな
と思います。ただ就職関係の授業は苦
手なんですよね。自分が好きなもの以外
にはなかなか身が入らないので、そこの
ところが少し難しいなと感じます。でも自
分の望む自動車関連の会社に入るため
にもがんばりたいと思います。

東北電子専門学校
佐藤 公一 校長
　専修学校制度が制定されて以来、専門学校は職業教育を
担ってきましたが、その職業教育が今変わろうとしています。
平成 26 年 4月より、職業実践専門課程(※ )の制度が施行さ
れ、企業との連携を大きな軸とした実践的な職業教育は新
たなステージに上がりました。本校でも、この新しい制度に
おいて4つの学科が認定を受け、産業界から真に必要とさ
れる人材育成をさらに進めています。
　また、本校では平成 23 年度から今年度まで文部科学省の委託を受け、「東日本大
震災からの復興を担う専門人材育成事業」を実施しています。ここでは、宮城県が推
進する自動車関連産業の発展に貢献できる人材を育成し、震災からの復興を後押し
することを目的に、ものづくりにおいて必須の技術である組込みシステムやＣＡＤに関
する教育プログラムを開発するとともに、その実証講座を行っています。4年目の今年
は総仕上げと位置づけ、中学生・高校生向けの「ものづくり体験塾」を開催するなど、

若者のものづくりに対する関心を高め、技術の
裾野を広げています。
　今後もこのような取り組みの成果を生かしなが
ら、専門学校の特徴を生かした職業教育を行っ
ていく所存です。

（※）職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを
目的として実務に関する知識、技術及び技能について組織的な
教育を行う専門学校の課程を、「職業実践専門課程」として文
部科学大臣が認定する。

東北電子専門学校から
ものづくりの未来に向けて
産業界から真に必要とされる人材育成を目指して
　東北電子専門学校は、昭和43年に創立し今年で47年目を迎えました。当初は、
コンピュータ技術者を育成する専門学校としてスタートしましたが、現在は工業系
の各分野はもちろんのこと、ビジネス、ゲーム・CG、音響・映像、デザイン等幅広
い分野の人材育成を目的に、24 学科を擁する学校へと成長してきました。これから
も、産業界のニーズを的確に捉えながら、実践的で高度な職業教育を通して有為
な人材を輩出してまいります。
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機
械
C
A
D
設
計
科
１
年

澤さ
わ

頭が
し
ら

研
人
さ
ん

TOHOKU COMPUTER COLLEGE設置学科（平成27年度）

■ 総合情報ビジネス科
・ビジネスキャリアコース　・ITビジネスコース

・ネットワークコース　・セキュリティコース

・ビジネスコース　・教養コース

IT & BUSINESSITビジネス分野

■ スマートフォンアプリ開発科
■ 情報システム科
■ システムエンジニア科
■ ネットワークシステム科 
■ ネットワークセキュリティ科

■ 高度ITエンジニア科（高度専門士4年課程）

■ 国際ビジネス科（留学生対象）

■ ゲームクリエーター科
・ゲーム企画コース　・ゲームCGコース

・映像演出コース　・製作技術コース

・レコーディングエンジニアコース・コンサートスタッフコース

CREATIVEクリエイティブ分野

■ ゲームエンジニア科
■ CGクリエーター科
■ Webクリエーター科
■ グラフィックデザイン科
■ マンガ・アニメ科
■ デジタルミュージック科
■ 映像放送科

■ 音響制作科

■ 建築大工技能科
■ インテリア科

■ 電気工事科 
■ デジタル家電科
■ 組込みソフトエンジニア科

・建築工学コース　・CAD設計コース

(現 自動車組込みシステム科）

TECHNOLOGY
& ARCHITECTUREテクノロジー・建築分野

■ 機械CAD設計科
■ 建築科
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障
害
の
あ
る
方
が
職
業
技
能

を
競
う
全
国
障
害
者
技
能
競
技

大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
、
お

よ
び
満
23
歳
以
下
の
若
手
技
能

者
が
技
能
レ
ベ
ル
を
競
う
技
能
五

輪
全
国
大
会
の
愛
知
県
で
の
開

催
に
あ
た
り
、11
月
10
日
に
宮
城

県
選
手
団
の
結
団
式
が
開
催
さ

れ
た
。会
場
と
な
っ
た
宮
城
県
庁

に
は
選
手
団
を
応
援
す
る
企
業

や
関
係
者
ら
が
集
ま
っ
た
。両
大

会
は
、障
害
者
の
職
業
能
力
に
対

す
る
社
会
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、

若
手
技
術
者
の
技
能
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
も
技
能
五
輪
全
国
大
会

に
参
加
し
た
寒
河
江
研
吾
さ
ん

（
電
工
職
種
）は
、「
時
間
制
約

や
課
題
の
多
さ
に
慌
て
ず
、賞
を

と
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。
難
し
い
課

題
を
こ
な
す
こ
と
は
自
分
の
自
信

に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。

　
渥
美
巖
宮
城
県
議
会
副
議

長
は
「
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ

を
改
め
て
見
直
し
、
豊
か
な
国

づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

日
頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

宮
城
の
選
手
団
と
し
て
の
誇
り

を
も
っ
て
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し

い
」
と
、
選
手
た
ち
に
激
励
の

言
葉
を
送
っ
た
。

今
年
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
新
卒
者
を
応
援

「
新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会
」
開
催

未
来
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
技
術
者
に
激
励
の
言
葉
を

「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
技
能
五
輪
全
国
大
会
」
結
団
式
開
催

「
ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国
高
等
専
門
学
校

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
4
東
北
地
区
大
会
」開
催

技能五輪参加者で記念撮影

「せいろを運ぶ」という動作に対して、いかなるアプ
ローチでもOK。知恵と技術で競い合う

仙台高等専門
学校（広瀬）Ａ
「Uni☆Verse」
が全国大会へ
と進出

代表として「決意のことば」を
述べる寒河江研吾さん

平成26年度地域中小企業の人材確保・定着支援事業

～宮城県内の“きらり中小企業”20社を紹介します～

［問合せ先］宮城県中小企業団体中央会
TEL : 022-222-8241　FAX : 022-222-5557
E-mail：info@job-connect-miyagi.jp
HP：http://www.job-connect-miyagi.jp/ ●この事業は平成26年度「地域中小企業の人材確保・定着支援事業」の補助を受けて実施しています

Job-Connectみやぎ（宮城県中小企業団体中
央会）では、「宮城県内の“きらり”と輝く中小企
業」20社を選定し、冊子化に向けて取材中（平
成26年12月下旬完成予定）です。
情報は Job-Connect みやぎ HP で随時更新
しますので、宮城県内の企業をもっとよく知り
たい方、これから就職活動を始める方はぜひ
ご覧ください。

広告

きらり企業 20 社

（株）ケディカ

（株）花祭壇 松栄不動産（株） （株）白石倉庫 井ヶ田製茶（株）

ハリウ コミュニケーションズ（株） 岩機ダイカスト工業（株）

テクノマインド（株） 東北パイプターン工業（株）

（株）鐘崎 （有）オイカワデニム

（株）堀尾製作所 工藤電機（株） （株）藤田鐡工所

（株）カリーナ （株）一ノ蔵 東北プレス工業（株）

（業）仙台清掃公社 東北電子産業（株） （株）カキヤ

　
10
月
16
日
、
大
崎
市
古
川
総

合
体
育
館
に
て「
平
成
27
年
3
月

新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会
」が
開

催
さ
れ
た
。製
造
業
な
ど
も
の
づ

く
り
関
連
企
業
16
社
を
含
め
、地

元
の
企
業
52
社
が
参
加
。高
校
生

た
ち
は
各
企
業
ブ
ー
ス
で
行
わ
れ

る
本
番
さ
な
が
ら
の
予
備
面
接
を

経
て
、そ
の
企
業
へ
の
応
募
資
格

を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
当
日
は
大
崎
市
近
郊
を
中
心

に
各
地
か
ら
高
校
生
た
ち
が
集

ま
り
、関
心
の
あ
る
企
業
の
ブ
ー

ス
で
予
備
面
接
に
臨
ん
だ
。一
迫

商
業
高
校
の
女
子
生
徒
は「
接
客

や
介
護
職
な
ど
人
と
関
わ
る
仕

事
を
し
た
い
」と
積
極
的
に
ブ
ー

ス
を
回
っ
て
い
た
。
就
活
系
の
イ

ベ
ン
ト
は
初
め
て
だ
と
い
う
米
山

高
校
の
男
子
生
徒
は「
製
造
業
に

興
味
が
あ
る
。が
ん
ば
っ
て
内
定

に
つ
な
げ
た
い
」と
語
っ
た
。

　
全
国
の
高
等
専
門
学
校
が
参

加
す
る「
ア
イ
デ
ア
対
決
・
全
国

高
等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
2
0
1
4
」の
東
北
地
区
大

会
が
10
月
26
日
、
岩
沼
市
総
合

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
は
東
北
6
県
の
7
校
14

チ
ー
ム
が
参
加
。「
出
前
迅
速
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、各
校
工

夫
を
凝
ら
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
３
分

間
で「
蕎
麦
せ
い
ろ
」を
ど
れ
だ

け
運
べ
る
か
を
競
い
あ
っ
た
。

　
足
元
の
セ
ン
サ
ー
で
せ
い
ろ
を
載

せ
た
盆
の
水
平
を
保
ち
、ト
リ
の
姿

を
し
た「
う
け
ト
リ
」が
確
実
に
せ

い
ろ
を
受
け
取
る
と
い
う
福
島
工

業
高
等
専
門
学
校
の
ユニ
ー
ク
な
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
も
あ
り
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
宮
城
県
か
ら
は
仙
台
高
等
専

門
学
校
（
広
瀬
）
Ａ
が
、
11
月
23

日
に
国
技
館
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
へ
と
進
出
。

「学校できちんと勉強し
てきた方に来てほしい」
と、㈱ＲＳテクノロジー
ズ三本木工場総務課
課長の森栄一郎氏

「挨拶をはじめとしたコ
ミュニケーションが大
事」と、㈱協友エレク
トロニクス業務統括
部部長の植松誠氏

緊張感が漂う雰囲気の中で開催された予備面接
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9
月
20
日
・
21
日
、「
住
友
商

事 

ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
4
」
が
T
K
P

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
で
開
催

さ
れ
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
住

友
商
事 

東
日
本
再
生
ユ
ー
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

「
活
動
・
研
修
助
成
」
新
規
助
成

40
団
体
に
よ
る
中
間
報
告
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。
ユ
ー
ス
が
震
災
復
興
に
主

体
的
に
取
り
組
む
活
動
や
研
究

に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。
初

日
は
、
仙
台
市
若
林
区
の
東
部

沿
岸
地
域
の
農
村
に
お
け
る
復

旧
・
復
興
・
地
域
お
こ
し
の
活
動

を
行
う
「
R
e
R
o
o
t
s
」、
子

ど
も
た
ち
へ
の
学
習
機
会
の
提
供

と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
な
げ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る

「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド
レ

ン
」、
石
巻
市
で
地
元
学
生
に
よ

る
学
習
を
通
じ
た
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
行
う「
T
E
D
I
C
」

な
ど
、
15
団
体
が
活
動
の
進
捗

状
況
を
発
表
し
た
。

　
7
月
下
旬
に
山
形
県
な
ど
で

開
催
さ
れ
た
第
9
回
若
年
者
も

の
づ
く
り
競
技
大
会
の
入
賞
報

告
が
宮
城
県
庁
で
行
わ
れ
た
。
6

名
の
入
賞
選
手
と
技
能
五
輪
全

国
大
会
出
場
権
獲
得
者
1
名
が

参
加
。入
賞
者
か
ら
は「
こ
の
入

賞
を
機
に
ま
す
ま
す
技
術
向
上

に
励
み
た
い
」と
い
う
新
た
な
決

意
が
話
さ
れ
た
。報
告
を
受
け
た

若
生
副
知
事
は「
こ
れ
か
ら
の
宮

城
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
人
材
。

技
と
と
も
に
心
を
磨
き
社
会
に

貢
献
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
た
。

［
入
賞
者
］

○
フ
ラ
イ
ス
盤
第
1
位
（
厚
生
労

働
大
臣
賞
）
　
小
林
渉
さ
ん
（
宮

城
県
工
業
高
等
学
校
）

○
建
築
大
工
第
2
位
　
佐
藤
大
輔

さ
ん
（
宮
城
県
立
大
崎
高
等
技

術
専
門
校
）

○
旋
盤
第
3
位
　
遠
藤
礼
門
さ
ん

（
宮
城
県
工
業
高
等
学
校
）

○
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン 

第
3
位
渡
辺

大
貴
さ
ん（
宮
城
県
工
業
高
等
学

校
）、敢
闘
賞 

真
壁
亮
さ
ん（
同
）

○
電
子
回
路
組
立
て
敢
闘
賞
　
佐

藤
大
地
さ
ん
（
東
北
職
業
能
力

開
発
大
学
校
）

○
旋
盤
　
技
能
五
輪
全
国
大
会
出
場

権
獲
得
　
伊
藤
雄
一
さ
ん（
宮
城

県
工
業
高
等
学
校
）

※
技
能
五
輪
全
国
大
会
旋
盤
職
種
選
考

会
に
お
け
る
入
賞

　
11
月
8
日
・
9
日
の
2
日
間
、

全
国
の
専
門
高
校
で
学
ぶ
生
徒

が
宮
城
に
集
い
、第
24
回
全
国
産

業
教
育
フ
ェ
ア
宮
城
大
会
が
、ま

な
ウ
ェ
ル
み
や
ぎ
、名
取
市
文
化

会
館
、名
取
市
民
体
育
館
、セ
キ

ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
、

仙
台
港
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
内
容
は
研
究
発
表
、
意
見
・

体
験
発
表
、作
品
展
示
・
即
売
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、ロ
ボ
ッ

ト
競
技
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、キ
ッ
ズ
ビ
ジ

ネ
ス
タ
ウ
ン
、海
洋
総
合
実
習
船

「
宮
城
丸
」の
体
験
乗
船
な
ど
多

彩
、実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
参

加
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
用
意

さ
れ
、会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を

見
せ
た
。総
合
開
会
式
も
行
わ
れ

た
名
取
市
文
化
会
館
で
は
日
頃

の
学
習
で
学
ん
だ
テ
ー
マ
を
も

と
に
意
見
・
体
験
発
表
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。名

取
市
民
体
育
館
で
は
、専
門
高
等

学
校
な
ら
で
は
の
特
徴
を
活
か

し
た
体
験
実
演
コ
ー
ナ
ー
が
開
か

れ
た
。入
り
口
で
は
石
巻
地
域
の

企
業
と
専
門
高
校
が
コ
ラ
ボ
し

た
商
品
の
試
食
な
ど
も
行
わ
れ

賑
わ
い
を
み
せ
た
。

　
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
や
看

護
・
福
祉
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま

な
ウ
ェ
ル
み
や
ぎ
で
は
、
全
国
の

代
表
11
校
が
技
術
を
競
い
合
う

介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
、
子
ど
も

た
ち
の
看
護
師
体
験
、
認
知
症

予
防
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
妊
婦
・
赤

ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
、
骨
密
度

測
定
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
商

業
や
看
護
・
福
祉
に
つ
い
て
体

験
で
き
る
機
会
と
な
っ
た
。

 

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
会
場
で
は
、生
徒
に
よ
る

自
作
ロ
ボ
ッ
ト
の
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
6
コ
ー
ト
に
分

か
れ
て
の
熱
い
競
技
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
仙
台
港
会
場
で
は
、

海
洋
総
合
実
習
船
の
一
般
公
開

が
行
わ
れ
、
乗
船
実
習
や
船
内

生
活
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
他
県

の
学
生
と
出
会
え
て
、い
ろ
い
ろ

刺
激
に
な
る
」「
テ
ー
マ
が
様
々

あ
り
、貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

さ
ら
に
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、積
極
的
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

「
住
友
商
事 

東
日
本
再
生
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

復
興
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ユ
ー
ス
の
活
躍
を
広
く
発
信

高
い
技
能
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
誇
り
を
胸
に

「
第
９
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
」
入
賞
報
告

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
全
国
の
仲
間
と
共
有

「
第
24
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
宮
城
大
会
」
開
催

「ReRoots」による発表

「チャンス・フォー・チルドレン」
による発表

「TEDIC」による発表

決意を新たに参加者で記念
撮影

日頃の学習成果を広く紹介する産業教育フェア。全国からたくさんの
高校生らが集まった

セキスイハイムスーパーアリーナ会場で行われたロボット
競技大会。熱い戦いに会場も盛り上がった

まなウェルみやぎで行われた福祉部による実演コー
ナー。日頃の成果を披露

「精度を求めて日々
練習を繰り返してき
た」と小林渉さん

「入賞はこれから技能
者を目指すうえで糧に
なる」と佐藤大輔さん

第 9 回若年者ものづくり競技大会で入賞し
た宮城県選手が県庁を訪問

意見・体験発表では、インスタント食品と通常の食事とのそしゃく時間
の比較などが発表された
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ものづくりマイスターとは…

次世代に「技のバトン」！21世紀型の人材育成に
「ものづくりマイスター制度」の活用

「やった数だけ、うまくなるという言葉が身に染みました。」

「社員一人ひとりの技術の高さが、
会社全体のクオリティに結びつきます。」

若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位の向上を図り、
若者が進んで技能者を目指す環境を整備するために、高度な技能・技術を持つ「も
のづくりマイスター」を派遣する制度。企業・業界団体、教育現場の声を採り入れ
ながら、広く若年技能者への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスターは高度な技能・技術を有し、その維
持・継承や人材育成などの活動ができる熟練技能者で厚
生労働省が認定しています。

宮城県技能振興コーナー （宮城県職業能力開発協会内）  〒981-0916 仙台市青葉区青葉町 16 番 1号　TEL 022-727-5380   FAX 022-727-5381

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業 広告事業主・教育機関等の皆様へ

たくさんの受講者の喜びの声が届いています。

利用企業紹介企業でも

利用学校紹介学校でも

住宅リフォーム
株式会社 東北カナメ

お問い合わせ・申込みは

  学
びの環境づくりから未来の人材育成へ

最初に「30年も40年もか
けて身につけた財産を教え
るのだから、心して聞いて
ほしい」と伝えました。教
える人も、教えられる人も
覚悟が必要です。石巻から
溶接日本一が出ることを夢見ています。地域で技
術を学んでいくことの大切さを感じています。

溶接だけでなく、ものづくり一般の基礎を教えていただき、
部員一同感謝しています。材料を無駄にしないというもの
づくりの基本も身につきました。溶接に関しては、鉄の溶
接だけしか経験がありませんでしたが、アルミニウムやス
テンレスの溶接も教えていただき、幅の広さを感じました。

「やった数だけうまくなる」「教えてもらうだけではうまく
ならない」と言う言葉が身に染みています。部員全体で実
践を大切にしていきたいと思っています。

マイスターの声

宮城県石巻工業高等学校
機械科 自動車部 エコラン班 

代表取締役社長
廣中聡さん

板金といっても取り付けが
専門になって「何かを作る
という」ことができる人が
少なくなっています。技能
講習はものづくりの基本を
学ぶ貴重な機会ですし、実
際の現場での「応用力」が身に付くという意味
でも、とても有意義だと思っています。

大友板金店 代表
大友 正市先生

マイスターの声「仕事をしながら学べる、貴重な学びの場です。」

スタッフに「多能工」を目指してもらっています。なんでもできる職人に
なってもらいたいという思いから、若い職人のスキルアップとしてマイ
スター制度を使わせていただいています。社員一人ひとりの技術の高さ
が、「安心」「満足」「感動」してもらえる会社につながると考えています。

私たちは、「家にあわせて人が生活する」のでは
なく、「住む人のライフスタイルにあわせて家を
創る」ことが理想だと考えています。お客様の住
まいの夢、こだわりをリフォームで形にします。

仕事をしていると、技術取得の勉強になかなか時間が取れ
ないのが実情です。その中でマイスター制度で講習をして
いただけると、きっかけができますし、集中して勉強がで
きます。仲間と一緒に切磋琢磨しながら学ぶことで張り合
いも持てます。実践レベルで教えていただけるので、仕事
に活かすことができて感謝しています。様々な講習を受け
て、「多能工」を目指していきたいと思います。

関本 政和さん
吉田 尚子さん
清水石 浩司さん
小原 貴之さん

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

次号予告

実技指導概要

●日程／6日間　●場所／高校内の実習場　●受講者／20名
●内容／溶接技術向上を目指した実技指導
●指導者／ものづくりマイスター（電気溶接）1名

●日程／10日間　●場所／会社内の作業場・倉庫　●受講者／4名
●内容／建築板金２級取得を目指した実技指導
●指導者／ものづくりマイスター（建築板金）1名

実技指導概要電気溶接職種

建築板金職種

オガーレ ACE Vol.4は､2015 年 3 月10日発行予定です。

株式会社 宮富士工業 社長
後藤春雄先生

2014.1203Vol.

        仕事図鑑

自動車
業界

株式会社 AZOTH

相澤 謙市さん

株式会社 オイタミート 

及田 賢治さん

ものづくりにかける4人

わたしのホンネ

わたしの新人時代

東北電子専門学校のみなさん

あすを拓く

特集


